
前
四
世
紀
小
ア
ジ
ア
の
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
と
カ
リ
ア
の
文
化
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ー
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
と
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
事
例
か
ら
i

可ド

区立ロ

拓

日
し歩

【
要
約
】
前
六
世
紀
中
葉
以
降
、
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
の
支
配
下
に
入
る
と
、
小
ア
ジ
ア
は
多
様
な
文
化
的
背
景
を
有
す
る
人
々
が
混
在
す
る
地
域
と
な
っ

た
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
小
ア
ジ
ア
の
南
西
端
に
位
置
し
た
カ
リ
ア
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
い
か
な
る
文
化
が
実
践
さ
れ
、
そ
れ
を
い
か
に
理
解
す
べ
き

か
を
問
う
。
カ
リ
ア
は
、
前
五
世
紀
に
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
る
信
懸
性
の
高
い
情
報
を
得
ら
れ
、
前
四
世
紀
に
は
在
地
の
支
配
者
で
あ
っ
た
ヘ
カ
ト
ム
ノ

ス
家
が
サ
ト
ラ
ペ
ス
と
な
り
多
く
の
建
造
物
や
碑
文
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
ア
ジ
ア
の
他
地
域
と
比
較
し
た
場
合
、
考
察
対
象
と
し
て
適
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
カ
リ
ア
の
宗
教
的
中
心
地
で
あ
っ
た
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
と
政
治
、
経
済
的
中
心
地
で
あ
っ
た
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
具
体
的
考
察
を
通

し
、
前
述
の
問
い
に
答
え
て
い
く
。
考
察
の
結
果
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
食
下
の
カ
リ
ア
で
は
、
従
来
に
比
べ
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人
と
い
う
境
界
線
を
希

薄
に
す
る
よ
う
な
文
化
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
八
巻
五
号
　
二
〇
〇
五
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
①

前
五
四
七
年
秋
、

ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
初
代
大
王
の
キ
ュ
ロ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
イ
ソ
ス
治
下
の
リ
ュ
デ
イ
ア
王
国
首
都
サ
ル

デ
ィ
ス
が
陥
落
し
た
。
こ
の
サ
ル
デ
ィ
ス
と
そ
の
後
　
連
の
周
辺
地
域
へ
の
征
服
事
業
は
、
帝
国
の
最
周
縁
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
小
ア

ジ
ア
の
意
味
を
大
き
く
変
え
た
。
ま
ず
、
小
ア
ジ
ア
は
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
の
政
治
的
領
土
の
西
端
を
守
る
と
い
う
地
理
的
境
界
線
と
し
て
の
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
征
服
に
伴
い
ペ
ル
シ
ア
人
が
入
植
し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
住
の
ア
ナ
ト
リ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
ペ
ル
シ
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ア
人
と
い
う
多
様
な
文
化
的
背
景
を
有
す
る
人
々
が

混
在
す
る
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
小
ア
ジ
ア
は
、
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
の

他
地
域
と
比
べ
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
ア
カ
イ
メ
ネ

ス
朝
と
も
っ
と
も
直
接
的
に
接
触
し
た
地
域
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
文

化
の
研
究
は
有
意
義
と
な
り
、
多
く
の
研
究
者
の
関

心
を
集
め
て
き
た
。
筆
者
は
す
で
に
本
誌
掲
載
の
旧

稿
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
状
況
を
整
理
し
、
視
点
を

　
　
　
　
　
　
　
②

提
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
小

ア
ジ
ア
の
諸
地
域
の
中
か
ら
カ
リ
ア
を
対
象
地
域
と

し
て
選
択
し
、
具
体
的
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

　
カ
リ
ア
と
は
小
ア
ジ
ア
南
西
部
、
北
は
マ
イ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ド
ロ
ス
河
と
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
平
野
に
よ
っ
て
、
南

東
は
沿
岸
部
で
ダ
イ
ダ
ラ
山
に
、
内
陸
部
で
は
お
そ

ら
く
イ
ン
ド
ス
河
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
地
域
を
指

④し
、
そ
の
大
半
を
山
岳
地
帯
が
占
め
て
い
る
（
図

1
）
。
こ
の
地
域
は
小
ア
ジ
ア
の
～
辺
境
地
域
に
過

ぎ
な
い
が
、
前
四
世
紀
の
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
支
配
下
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に
お
い
て
小
ア
ジ
ア
の
他
地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
特
異
な
状
況
を
経
験
し
た
。
こ
こ
で
、
カ
リ
ア
が
経
験
し
た
特
異
な
状
況
と
そ
の
意
味
を
説

明
す
る
た
め
に
、
そ
の
歴
史
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
前
六
世
紀
、
カ
リ
ア
の
北
部
に
ク
ロ
イ
ソ
ス
治
下
の
リ
ュ
デ
ィ
ア
王
国
が
興
隆
す
る
と
、
カ
リ
ア
の
沿
岸
や
内
陸
の
諸
都
市
は
リ
ュ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

王
国
へ
と
併
呑
さ
れ
た
。
前
五
四
七
年
、
リ
ュ
デ
ィ
ア
王
国
が
キ
ュ
ロ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
と
、
カ
リ
ア
は
キ
ュ
ロ
ス
の
命
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
ハ
ル
パ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
る
。
こ
れ
以
後
、
ペ
ル
シ
ア
人
が
小
ア
ジ
ア
に
入
植
し
、
カ
リ
ア
に
お

い
て
は
ト
ラ
ッ
レ
ス
周
辺
の
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
平
野
に
所
領
を
有
し
た
。
ペ
ル
シ
ア
人
の
数
は
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
に
よ
る
小
ア
ジ
ア
支
配
の
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

点
と
な
っ
た
サ
ル
デ
ィ
ス
、
ダ
ス
キ
ュ
レ
イ
オ
ン
な
ど
に
比
べ
る
と
、
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
こ
に
お
い
て
カ
リ
ア
は
先
住

の
カ
リ
ア
人
、
前
一
〇
世
紀
頃
ま
で
に
移
住
し
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
人
、
そ
し
て
ペ
ル
シ
ア
人
が
混
在
す
る
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
の
支
配
下
に
入
る
と
、
当
初
カ
リ
ア
は
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
サ
ト
ラ
ペ
ス
の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
。
こ
の
時
期
の
カ
リ
ア
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

都
市
は
、
イ
オ
ニ
ア
反
乱
に
関
与
す
る
一
方
で
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
ギ
リ
シ
ア
遠
征
に
参
加
し
、
ま
た
ペ
ル
シ
ア
戦
争
終
結
後
に
は
、
今
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

デ
ロ
ス
同
盟
に
も
加
盟
し
て
い
た
。
こ
の
時
点
ま
で
の
カ
リ
ア
は
、
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
と
イ
オ
ニ
ア
諸
都
市
、
ア
テ
ナ
イ
の
問
で
揺
れ
動
い
て

お
り
、
小
ア
ジ
ア
西
岸
の
他
地
域
と
特
に
異
な
っ
た
点
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
カ
リ
ア
か
ら
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
登
場
し
て
お

り
、
量
は
多
く
な
い
も
の
の
他
地
域
と
比
べ
る
と
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。

　
前
衛
世
紀
末
に
な
る
と
カ
リ
ア
を
と
り
ま
く
状
況
は
に
わ
か
に
変
化
し
た
。
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
サ
ト
ラ
ペ
ス
で
あ
る
ピ
ッ
ス
ト
ネ
ス
と
そ
の
子

ア
モ
ル
ゲ
ス
、
さ
ら
に
は
ペ
ル
シ
ア
鎌
腹
の
小
キ
ュ
ロ
ス
ら
が
立
て
続
け
に
反
乱
を
起
こ
し
、
王
位
に
挑
戦
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
前
四
世
紀

初
頭
に
な
る
と
、
小
ア
ジ
ア
は
ス
パ
ル
タ
に
よ
る
継
続
的
な
軍
事
遠
征
を
経
験
す
る
。
か
か
る
危
機
的
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
前
三
九
〇
年

　
　
⑪

代
後
半
、
大
王
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
ニ
世
は
広
大
な
サ
ト
ラ
ペ
イ
ア
で
あ
っ
た
り
ュ
デ
ィ
ア
を
分
割
し
新
た
な
サ
ト
ラ
ペ
イ
ア
、
カ
リ
ア
を

成
立
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
サ
ト
ラ
ペ
ス
に
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
人
で
は
な
く
、
在
地
の
支
配
者
で
あ
る
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（
あ
る
い
は
ヒ
ュ
ッ
サ
ル
ド
モ
ス
）
を
着
任
さ
せ
た
。
以
後
そ
の
地
位
は
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
の
五
人
の
児
女
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
、
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
、
イ
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⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ド
リ
エ
ウ
ス
、
ア
ダ
、
ピ
ク
ソ
ダ
ロ
ス
ら
が
襲
い
、
カ
リ
ア
は
擬
似
王
朝
（
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
カ
リ
ァ
）
と
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
前
五
世
紀
に
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
る
信
懸
性
の
高
い
情
報
を
得
ら
れ
、
ま
た
前
四
世
紀
に
は
在
地
の
支
配
者
で
あ
っ
た
ヘ

カ
ト
ム
ノ
ス
家
が
サ
ト
ラ
ペ
ス
と
な
り
、
多
く
の
建
造
物
や
碑
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
支
配
下
小
ア
ジ

ア
の
辺
境
の
中
で
も
例
外
的
に
多
く
の
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
カ
り
ア
は
、
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
恰
好
の
材
料
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
カ
リ
ア
に
お
い
て
い
か
な
る
文
化
、
す
な
わ
ち
言
語
、
宗
教
、
慣
習
、
行
動
様
式
な
ど
が
実
践
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察

し
、
そ
れ
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
を
問
う
て
い
く
。
以
下
、
先
行
研
究
を
整
理
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
後
（
第
一
章
）
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ

ス
朝
カ
リ
ア
に
お
け
る
宗
教
的
中
心
地
で
あ
っ
た
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
（
第
二
章
）
と
政
治
、
経
済
的
中
心
地
で
あ
っ
た
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
（
第

三
章
、
第
四
章
）
に
焦
点
を
当
て
た
具
体
的
な
考
察
へ
と
論
を
す
す
め
る
。

①
竃
．
≦
ぽ
5
爵
Φ
瀬
H
。
儒
。
酔
Φ
四
昌
ρ
。
Φ
ω
β
ミ
号
偉
し
⑩
①
ρ
唱
で
．
慧
よ
ω
．

②
拙
稿
「
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
支
配
下
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
ギ
リ
シ
ア
文
化
」
と

　
「
ペ
ル
シ
ア
文
化
」
1
文
化
変
容
論
再
考
に
む
け
て
」
噸
史
林
㎞
八
七
…
三
、

　
二
〇
〇
四
年
、
六
九
－
七
五
頁
。
以
下
、
拙
稿
「
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
ペ
ル
シ
ア
文

　
化
野
と
略
記
。

③
の
冨
び
‘
×
剛
押
。
。
し
黛
ω
g
げ
’
響
×
H
＜
る
b
④
．

④
ω
冨
ダ
×
回
く
▼
ω
り
け

⑤
臣
2
同
b
。
。
．

⑥
国
譲
』
ミ
野

⑦
客
ω
興
旨
鼠
ぎ
訂
§
Φ
三
侮
ω
㊦
巳
Φ
羅
昌
ぎ
9
冨
》
い
畷
。
貯
山
鼠
○
嵩
象

　
℃
ご
話
昼
』
簿
撃
w
＜
押
り
①
惹
⑩
p
一
8
一
甲
庖
．
G
。
。
。
－
㊤
メ

⑧
臣
f
＜
b
ゴ
9
。
負
9
。
ご
×
b
ρ
㌣
ω
■

⑨
臣
f
く
透
り
。
。
め
P

⑩
こ
の
時
期
の
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
に
よ
る
支
配
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。

　
例
え
ば
、
マ
リ
ー
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
述
（
国
匹
酔
‘
＜
團
▼
誌
）
を
重
視
し
、
小
ア

　
ジ
ア
諸
都
市
が
ア
テ
ナ
イ
と
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
の
一
董
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た

　
と
す
る
。
O
．
ζ
母
蔓
㌦
○
、
〉
℃
×
〉
δ
図
＞
＞
M
ζ
O
M
甲
§
ミ
貯
一
9
一
〇
①
ρ

　
署
■
置
卜
⊃
山
α
①
．
マ
リ
ー
は
、
イ
オ
ニ
ア
諸
都
市
が
二
重
支
配
下
に
置
か
れ
て
い

　
た
と
し
な
が
ら
も
、
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
に
対
す
る
納
税
義
務
が
完
全
に
果
た
さ
れ

　
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
は
疑
問
を
抱
く
。

⑪
前
三
九
一
／
○
年
、
キ
ュ
プ
ロ
ス
の
エ
ウ
ア
ゴ
ラ
ス
が
ペ
ル
シ
ア
に
対
し
反
乱

　
を
起
こ
し
た
。
こ
の
際
、
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
ニ
世
は
サ
ト
ラ
ペ
ス
に
造
船
を

　
命
じ
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
に
艦
隊
を
指
揮
さ
せ
た
。
U
δ
縣
．
9
。
」
×
剛
く
》
Φ
。
。
》
し
。
マ
従

　
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
ま
で
に
は
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
サ
ト
ラ
ペ
ス
に

　
就
任
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
ヒ
ュ
ッ
サ
ル
ド
モ
ス
が
サ
ト
ラ
ペ
ス
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
あ
る
欠
損
の
激
し

　
い
碑
文
（
≦
9
b
d
露
ヨ
Φ
一
（
Φ
3
凶
簿
勉
ら
専
鴬
§
O
ミ
忘
貯
註
、
恕
ミ
§
誤
肉
ミ
詰
霜
鴇
§

　
く
9
ω
継
、
b
龍
ミ
詮
専
鴬
§
§
嵩
置
ミ
罫
N
窟
叫
β
6
σ
o
μ
ジ
一
Φ
Q
。
畑
野
以
下
、
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§
貯
鶏
と
略
記
）
の
解
釈
に
よ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
る
。
問
題
と
な
る
箇
所

　
は
、
】
〉
〉
〉
り
ζ
O
磯
目
国
》
圃
①
℃
［
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
ベ
ー
ル
は
、
こ
の
箇
所

　
は
ヒ
ュ
ッ
サ
ル
ド
モ
ス
が
「
カ
リ
ア
の
サ
ト
ラ
ペ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

　
い
る
」
と
す
る
。
U
．
渕
。
げ
Φ
3
田
§
防
ミ
ミ
8
翫
鳴
§
題
」
越
S
ミ
五
二
恥
ミ
騨
§
－

　
恥
息
N
ご
謹
鷺
馬
ミ
ミ
跨
譜
N
試
砺
暗
§
註
§
糞
勺
鼠
ω
し
O
ω
メ
ワ
㎝
刈
鵠
．
こ
れ
に
対
し

　
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
は
、
．
団
x
9
ま
業
ご
ε
d
o
⇔
．
曵
q
q
］
簿
ン
⑰
ε
7
0
ご
雲
霧
Φ
O
［
§
①
6
0
ぐ
d
o
の

　
と
復
元
し
、
「
ヒ
ュ
ッ
サ
ル
ド
モ
ス
の
子
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
が
サ
ト
ラ
ペ
ス
で
あ
っ

　
た
」
と
と
る
。
ω
．
国
O
ヨ
窪
O
≦
Φ
斜
さ
霧
ミ
蛋
0
4
9
P
一
り
。
。
卜
。
も
．
ω
①
．

⑬
プ
テ
ィ
は
、
そ
の
例
外
性
ゆ
え
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
サ
ト
ラ
ベ
ス
を
俗
称
し

　
て
い
た
だ
け
で
あ
る
と
す
る
。
6
℃
①
簿
甲
〉
筏
。
唱
。
。
・
q
①
ω
・
＾
ω
p
富
嘗
ω
ω
v
二
〇
・

　
巳
①
目
①
窪
。
霞
δ
嘗
P
じ
嚇
q
聚
一
一
ト
。
」
り
。
。
c
。
も
や
ω
O
宇
ω
型
幅
⊃
’
し
か
し
、
ヘ
カ
ト
ム

　
ノ
ス
朝
は
サ
ト
ラ
ペ
ス
と
同
等
の
権
力
（
軍
の
指
揮
、
徴
税
）
を
有
し
て
い
た
た

　
め
、
本
稿
で
は
サ
ト
ラ
ペ
ス
で
あ
っ
た
と
し
て
考
察
を
す
す
め
る
。

⑭
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
に
従
っ
て
、
各
々
の
在
位
期
間
を
以
下
に
記
す
。
U
δ
ら
憩
P

　
×
＜
押
ω
ρ
館
×
＜
押
①
P
熱
。
一
×
＜
一
葉
♪
b
。
．
マ
ウ
ン
ロ
ス
、
前
立
七
七
／
六
－
三

　
五
三
／
二
年
。
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
（
単
独
支
配
）
、
前
記
五
三
／
二
…
三
五
一
／
○

　
年
。
イ
ド
リ
ェ
ウ
ス
、
前
婦
五
一
／
○
…
三
四
四
／
三
年
。
ア
ダ
（
単
独
支
配
）
、

　
茜
剛
三
四
四
／
｝
二
年
－
三
四
一
／
○
年
。
ピ
ク
ソ
ダ
ロ
ス
、
前
三
四
～
／
O
l
三
一
二

　
六
／
五
年
。
ピ
ク
ソ
ダ
ロ
ス
の
死
後
は
、
彼
の
娘
婿
オ
ロ
ン
ト
バ
テ
ス
が
カ
リ
ア

　
を
統
治
す
る
。
》
準
甲
国
ミ
黛
押
卜
⊃
ω
．

⑮
前
三
三
四
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
征
服
し
た

　
が
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
を
滅
亡
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
カ
リ
ア
の
支
配
権
を
オ
ロ
ン

　
ト
バ
テ
ス
か
ら
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
ア
ダ
に
移
譲
し
た
。
≧
【
‘
」
謹
黛
押
込
。
Q
。
’

　
た
だ
し
、
そ
の
後
の
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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第
一
章
　
先
行
研
究
の
整
理
と
問
題
点
の
指
摘

　
一
九
世
紀
中
頃
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
研
究
者
が
カ
リ
ア
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
文
献
史
料
の
中
で
の
み
知
ら
れ
て
い
た
聖

域
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
実
際
に
調
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
四
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
ル
バ
が
内
陸
に
あ
る
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
を
訪

れ
そ
の
地
を
同
定
す
る
と
、
大
英
博
物
館
館
長
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
小
ア
ジ
ア
実
地
調
査
（
｝
八
五
六
一
～
八
五
九
年
置
に
同
行
し
た
ス
ミ
ス
も
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
訪
れ
、
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
の
調
査
が
順
調
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
三
〇
年

代
中
頃
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
ロ
ー
モ
ニ
エ
は
二
度
に
亘
り
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
を
訪
れ
発
掘
調
査
を
試
み
た
が
、
資
金
不
足
ゆ
え
に
断
念
せ
ざ
る

を
得
ず
、
レ
ポ
ー
ト
や
ス
ケ
ッ
チ
を
残
す
に
留
ま
っ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
な
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
隊
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
本
格
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
初
は
交
通
の
不
便
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
山
中
に
位
置
し
た
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
の
調
査
が
遅
々
と
し
て
進
捗
し
な
か
っ
た
一
方
で
、
沿
岸
部
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
か
ら
は
早
く
か
ら
着
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実
に
調
査
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
八
五
六
一
一
八
五
九
年
に
か
け
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
調
査
し
、
古
代
世
界
の
七
不

思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
の
位
置
を
同
定
し
た
。
ま
た
そ
の
折
り
に
は
、
多
数
の
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
の
遺
物
を
大
英
博
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
、

館
へ
と
持
ち
出
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
中
心
と
す
る
沿
岸
部
か
ら
は
ビ
ー
ン
と
J
・
M
・
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ッ
ク
に
よ
る
一
連
の
発
掘
報
告
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
デ
ン
マ
ー
ク
隊
と
地
元
の
ボ
ド
ル
ム
海
底
考
古
学
博
物
館
が
協
力
し
、
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
な
調
査
、
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
か
か
る
実
地
調
査
に
基
づ
く
研
究
と
は
異
な
っ
た
学
問
的
潮
流
も
み
ら
れ
る
。
ボ
ッ
キ
シ
ュ
は
一
九
七
〇
年
に
発
表
し
た
論
文
で
、
文
献
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

料
、
碑
文
史
料
を
用
い
、
前
五
世
紀
か
ら
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
時
代
ま
で
の
カ
リ
ア
の
内
政
、
外
交
史
を
克
明
に
描
出
し
た
。
ま
た
、
モ
イ
ジ
ー

は
、
前
四
世
紀
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
と
サ
ト
ラ
ペ
ス
と
の
関
係
を
論
じ
た
博
士
論
文
の
中
で
、
カ
リ
ア
の
外
交
史
に
つ
い
て
も
考
察
し

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
。
そ
の
後
も
、
ウ
ェ
イ
ズ
コ
プ
フ
に
よ
る
前
三
六
〇
年
代
後
半
に
勃
発
し
た
大
サ
ト
ラ
ペ
ス
反
乱
に
関
す
る
著
作
が
み
ら
れ
る
が
、
研

究
史
上
は
同
様
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
よ
う
。

　
考
古
学
史
料
の
増
加
と
文
献
、
碑
文
史
料
に
基
づ
く
成
果
と
い
う
二
つ
の
学
問
的
潮
流
は
、
一
九
八
二
年
に
世
に
問
わ
れ
た
ホ
ー
ン
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ワ
ー
の
大
著
開
マ
ウ
ン
ロ
ス
』
で
一
つ
に
結
実
し
た
。
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
は
カ
リ
ア
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
献
史
料
、
当
時
ま
で
に
用
い
ら
れ

た
碑
文
史
料
と
考
古
学
史
料
を
駆
使
し
、
当
該
時
期
カ
リ
ア
の
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
を
広
範
に
亘
っ
て
研
究
し
た
。
現
在
で
も
、
彼
の

『
マ
ウ
ン
ロ
ス
』
は
こ
の
時
期
の
カ
リ
ア
を
研
究
す
る
際
に
、
第
一
の
基
本
書
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
マ
ウ
ン
ロ
ス
』
に
は
、
議
論
が
多
岐
に
お
よ
ん
で
い
る
た
め
に
、
そ
の
主
張
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
著
作
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
幸
い
に
も
そ
の
過
程
で
彼
の
主
張
は
明
確
と
な
っ
た
。
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
の
著
作
の
中
で
、
「
ギ
リ
シ
ア
化
」
と
題
し
た
一
章
を
設
け
て
考
察
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
考
古
学
者
グ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
化
の
側
面
の
み
を
過
度
に
強
調
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
こ
の
グ
ン
タ
ー
に
よ
る
批
判
に
対
し
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
が
反
駁
論
文
を
発
表
し
、
自
ら
の
主
張
の
要
点
を
簡
潔
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
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ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
の
主
張
は
、
「
主
要
な
潮
流
に
対
す
る
反
主
流
的
傾
向
で
あ
る
カ
リ
ア
的
要
素
、
ペ
ル
シ
ア
的
要
素
を
も
正
当
に
評
価
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
つ
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
文
化
的
な
ギ
リ
シ
ア
化
の
活
動
の
証
拠
を
提
示
す
る
」
と
い
う
自
ら
の
言
に
よ
っ
て
、
明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
支
配
下
の
カ
リ
ア
に
お
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
化
、
カ
リ
ア
化
、
ペ
ル
シ
ア
化
が
同
時
に
起
こ
り
、
ギ
リ

シ
ア
的
要
素
、
カ
リ
ア
的
要
素
、
ペ
ル
シ
ア
的
要
素
が
鼎
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
カ
リ
ア

に
お
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
人
が
登
用
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
的
建
造
物
が
造
営
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
的
ポ
リ
ス
が
誕
生
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
は
ギ
リ

シ
ア
文
化
に
近
づ
い
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
な
が
ら
も
、
例
え
ば
カ
リ
ア
的
要
素
で
あ
る
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
の
興
隆
や
レ
レ
ゲ

ス
人
諸
都
市
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
へ
の
吸
収
と
い
っ
た
カ
リ
ア
化
も
み
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　
こ
の
モ
デ
ル
は
そ
の
後
、
カ
リ
ア
に
お
け
る
文
化
を
研
究
す
る
際
の
準
拠
枠
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
ル
ジ
ッ
カ
は
こ
の
モ
デ
ル
を
政
治
史
の

文
脈
で
用
い
る
。
す
な
わ
ち
ハ
ル
ジ
ッ
カ
に
よ
れ
ば
ギ
リ
シ
ア
的
要
素
、
カ
リ
ア
的
要
素
、
ペ
ル
シ
ア
的
要
素
の
鼎
立
に
は
、
自
ら
の
支
配
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
の
地
位
を
正
当
化
す
る
と
い
う
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
政
治
的
意
図
が
多
分
に
働
い
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
古
代
史
』
第
二
版
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
自
身
が
自
ら
の
モ
デ
ル
を
明
確
に
再
提
示
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、

ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
に
よ
っ
て
ペ
ル
シ
ア
化
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
考
察
が
不
十
分
な
ま
ま
に
残
さ
れ
た
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

キ
ョ
ウ
ダ
イ
婚
の
問
題
を
、
カ
ー
ニ
ー
が
取
り
上
げ
、
論
じ
て
い
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
『
マ
ウ
ン
ロ
ス
』
に
よ
っ
て
、
カ
リ
ア
に
お
け
る
文
化
の
研
究
は
一
定
の
到
達
点
を
み
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

旧
稿
に
お
け
る
筆
者
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
の
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
彼
の
モ
デ

ル
は
換
零
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
地
理
的
空
間
と
固
有
に
結
び
つ
い
た
文
化
（
「
純
粋
」
な
文
化
）
を
措
定
し
、
そ
れ
に
い
か
に
接
近
し
た
の
か
と

い
う
ヴ
ェ
ク
ト
ル
を
用
い
て
文
化
を
解
析
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
の
モ
デ
ル
を
踏
襲
し
た
ル
ジ
ッ
カ
に
つ
い
て
も
、

文
化
を
支
配
者
の
意
図
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
を
支
配
者
の
文
化
と
被
支
配
者
の
文
化
と
い
う
静
的
な
二
項
対
立
に
分
断
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
あ
ら
ゆ
る
文
化
が
そ
の
成
り
立
ち
に
お
い
て
雑
種
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
絶
え
ず
流
動
的
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で
あ
る
以
上
、
「
純
粋
」
な
文
化
と
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
文
化
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
差
異
を
持
ち
な
が
ら
も
、
～

定
の
カ
テ
ゴ
リ
を
形
成
し
て
い
く
。
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
に
「
純
粋
」
な
文
化
に
接
近
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
文
化
が
ど
こ
で

カ
テ
ゴ
リ
を
形
成
し
て
い
き
、
そ
れ
が
い
か
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
カ
リ
ア
に
お
い
て
も
と
り
わ
け
史
料
状
況
に
恵
ま
れ
て
い
る
二
大
中
心
地
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
中
心
地
の
ラ
ブ
ラ

ウ
ン
ダ
と
政
治
、
経
済
的
中
心
地
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
け
る
具
体
的
事
例
の
考
察
へ
と
移
り
た
い
。
な
お
考
察
の
際
、
文
献
史
料
に
つ

い
て
は
従
来
の
研
究
通
り
、
同
時
代
史
料
の
不
足
を
反
証
の
な
い
限
り
後
代
の
史
料
で
補
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
碑
文
史
料
や
考
古
学
史

料
に
つ
い
て
は
新
し
い
成
果
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
レ
ミ

①
　
ノ
ノ
℃
．
い
①
σ
霧
、
ス
ミ
ス
塑
窓
．
ω
巨
浄
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、

　
〉
ゆ
マ
O
o
o
ぎ
N
俺
霧
、
》
多
望
§
》
§
凡
§
馬
寄
N
喧
§
く
。
ピ
ト
⊃
w
刃
℃
偉
こ
瓢
Φ
薯
欄
9
鮮

　
一
ゆ
①
伊
慧
「
㎝
。
。
○
。
よ
⑩
ρ
以
下
、
O
o
o
ぎ
N
鴨
霧
と
略
記
。

②
ロ
…
モ
調
革
｝
ピ
窪
ヨ
。
巳
興
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
隊
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、

　
ス
ウ
ェ
ー
．
デ
ン
・
在
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
耳
9
ま
＼

　
≦
≦
華
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＼
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．
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①
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⇒
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潜
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．
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①
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．
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℃
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）
二
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．
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案
内
誉
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さ
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い
る
。
本
稿
の
議
論
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
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謁
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切
Φ
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誌
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ピ
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ク
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．
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、
ボ
ド
ル
ム
海
底
考
古
学
博
物
館
な
ど
の
研
究
者
ら
に
よ
る
ハ
リ
カ

　
ル
ナ
ッ
ソ
ス
研
究
の
報
告
書
と
し
て
は
、
ミ
勘
§
壽
ミ
鴇
§
勲
N
§
題
＜
o
ピ
一
J
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霧
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逡
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⑥
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．
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．
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身
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。
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件
α
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署
．
9
－
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c
。
’

⑨
ω
．
国
。
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ξ
Φ
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さ
議
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舞
○
×
｛
9
仙
し
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Q
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呼

⑩
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ミ
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℃
．
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卜
、
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⊆
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同
．

⑪
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梓
Φ
ご
ピ
。
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①
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①
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．
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巳
℃
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⑦
仙
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鎚
－
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q
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ぎ
↓
・
ご
巳
2
ω
簿
註
℃
．
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巴
ω
酔
a
導
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ω
．
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郎
、
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§
概
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49（67ユ）



　
註
熱
ら
ミ
§
ミ
ミ
9
識
登
挙
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恥
恥
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駄
§
鶏
貯
ぎ
8
§
詳
一
〇
〇
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メ
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暑
ω
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Φ
○
。
り
（
以
下
、
r
蝉
出
、
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註
9
§
恥
ミ
ミ
象
駐
電
と
略
記
）
も
や
O
ゲ
④
。
。
．

⑫
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。
§
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≦
Φ
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墨
畠
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0
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ω
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。
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鯨
国
Φ
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巴
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国
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鐸
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富
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q
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ヰ
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幹
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四
び
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帥
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沁
臣
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㍉
8
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署
高
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甲
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ω
⑩
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ヨ
窪
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蓄
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§
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駐
も
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㎝
ト
っ
昌

⑭
ω
．
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鼠
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資
ざ
§
畠
駄
織
謹
、
ら
§
を
§
嘗
§
軸
熱
§
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ミ
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棚
倉
§

　
凄
ミ
ミ
9
、
§
遂
b
口
．
Ω
”
瓢
。
憎
ヨ
ゆ
ロ
き
傷
い
§
傷
。
戸
6
り
も
。
．

第
二
章
　
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
の
整
備

⑮
の
「
潤
。
ヨ
窪
。
壽
び
壽
貯
珍
き
郭
9
曳
く
。
置
㍉
§
恥
さ
き
ら
§
§
望
⇔
σ
P

　
一
⑩
⑩
♪
唱
や
悼
O
甲
悼
ω
ω
．

⑯
両
．
U
．
O
母
器
ざ
≦
。
日
2
p
巳
∪
8
四
ω
齢
㊦
冨
ぎ
○
鉾
一
p
鉢
莞
B
g
b
。
O
O
9

　
署
■
①
叩
リ
ピ
た
だ
し
カ
ー
二
一
は
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
婚
を
ペ
ル
シ
ア
化
と
は
位
置
付

　
け
ら
れ
な
い
と
い
う
。

⑰
拙
稿
「
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
ペ
ル
シ
ア
文
化
」
六
八
－
八
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
カ
リ
ア
の
内
陸
都
市
ミ
ュ
ラ
サ
は
、
旧
来
の
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
出
身
地
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
ボ
ン
に
よ
れ
ば
、
ミ
ュ
ラ
サ
一
円
に
は
三
つ

の
ゼ
ウ
ス
の
聖
域
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
、
そ
の
記
述
を
訳
出
す
る
。

　
　
　
ミ
ュ
ラ
サ
の
人
々
は
・
二
つ
の
ゼ
ウ
ス
の
聖
域
を
持
っ
て
お
り
・
そ
れ
は
ゼ
ウ
ス
●
オ
ソ
ゴ
ア
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と
ゼ
ウ
ス
ニ
フ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
稔

　
　
で
あ
る
。
一
方
は
ミ
ュ
ラ
サ
に
あ
る
が
、
他
方
の
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
は
山
中
の
村
で
、
そ
れ
は
ア
ラ
バ
ン
ダ
か
ら
ミ
ュ
ラ
サ
へ
越
え
る
道
沿
い
に
あ
っ
て
、

　
　
ミ
ュ
ラ
サ
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
神
殿
は
古
く
、
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
の
木
造
神
像
が
あ
る
。
そ
れ
は
周
辺
の
住
民
と
ミ
ュ
ラ
サ
の

　
　
人
々
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
道
が
ミ
ュ
ラ
サ
ま
で
お
よ
そ
六
〇
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
を
石
で
畳
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
「
聖
な
る
道
」
と
呼
ば
れ
、
そ

　
　
の
上
を
犠
牲
獣
が
行
列
を
組
ん
で
運
ば
れ
る
。
ミ
ュ
ラ
サ
で
も
っ
と
も
傑
出
し
た
者
が
終
身
司
祭
を
務
め
る
。
こ
れ
ら
は
ミ
ュ
ラ
サ
限
定
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
三
つ
め
の
聖
域
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
の
聖
域
も
あ
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
カ
リ
ア
人
に
共
通
の
聖
域
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
紀
元
前
後
を
生
き
た
人
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
時
代
ま
で
に
は
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
の
神
殿
は
増

改
築
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
木
造
神
像
と
と
も
に
石
造
神
像
も
安
置
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
記
述
に
は
、
薪
旧
の
情
報
が
混
在

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
記
述
は
、
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
に
お
け
る
聖
域
の
複
雑
な
様
相
を
窺

い
知
れ
る
と
い
う
点
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

50　（672）



前四世紀小アジアのヘカトムノス朝とカリアの文化（阿部）

　
こ
れ
ら
ミ
ュ
ラ
サ
一
円
に
存
在
し
た
ゼ
ウ
ス
の
聖
域
の
う
ち
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
の
聖
域
に
深
く
関
与
し
て

い
っ
た
。
そ
の
過
程
は
、
残
さ
れ
た
碑
文
や
建
造
物
な
ど
か
ら
克
明
に
再
現
さ
れ
得
る
。
ま
た
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
や
ル
ジ
ッ
カ
と
い
っ
た
先
行

研
究
者
ら
が
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
の
興
隆
を
カ
リ
ア
化
の
代
表
的
事
例
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
考
察
の
意
義
は

大
き
い
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
前
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
期
の
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域

　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
れ
ば
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
で
祀
ら
れ
て
い
た
ゼ
ウ
ス
は
、
そ
の
手
に
両
刃
の
戦
斧
を
携
え
て
い
た
と
い
う
。
プ
ル
タ
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
の
伝
承
で
は
、
こ
の
戦
斧
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
ア
マ
ゾ
ン
族
の
女
王
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
テ
を
討
っ
た
際
の
戦
利
品
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
貨
幣
で
は
、
こ
の
ゼ
ウ
ス
は
片
手
に
両
刃
の
戦
斧
を
、
も
う
一
方
の
手
に
は
長
槍
を
装
備
し
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
両
刃
の
戦
斧
、

長
槍
と
い
っ
た
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
ゆ
え
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
は
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
ォ
ス
、
す
な
わ
ち
戦
の
ゼ
ウ
ス
と
も
呼
ば
れ

　
　
⑥

て
い
た
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
以
前
の
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
、
あ
る
い
は
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
の
聖
域
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
そ
の
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
で
あ
る
。
イ
オ
ニ
ア
反
乱
失
敗
の
後
、
反
乱
に
加
担
し
た
報

復
と
し
て
ペ
ル
シ
ア
軍
が
カ
リ
ア
に
侵
入
し
て
き
た
く
だ
り
で
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
以
前
の
聖
域
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
そ
こ
で
、
彼
ら
カ
リ
ア
人
の
う
ち
生
き
逃
れ
た
着
た
ち
は
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
に
あ
る
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
の
聖
域
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
の
だ
が
、

　
　
そ
こ
は
深
く
神
聖
な
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
森
で
あ
っ
た
。
我
々
が
知
っ
て
い
る
限
り
、
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
に
犠
牲
を
捧
げ
る
の
は
カ
リ
ア
人
の
み
で

　
　
　
⑦

　
　
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
の
情
報
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
最
古
の
遺

物
は
、
前
七
世
紀
の
陶
片
で
あ
り
、
聖
域
は
こ
の
頃
か
ら
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
以
前
の
聖
域
に
は
イ
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表　奉献碑文よりみるヘカトムノス朝の聖域整備

奉献者 奉献物 奉献碑文

ヘカトムノス 彫像（の台座） 加δノ翻2zぬIII，27

マウソロス ストア 加うr脚zぬ111，13

マウンロス アンドロンB 加伽π2zぬIII，14

イドリエウス アンドロンA Lα伽観ぬIII，15

イドリエウス ゼウス神殿 加うr伽漁III，16

イドリエウス オイコイ Lαうrα瑚ぬII1，17

イドリエウス 南のプロピュライア Lαうrαπ7泌III，18

イドリエウス 「ドーリス式の」オイコス Lαうrα瑚ぬHI，19

ン
・
ア
ン
チ
ィ
ス
式
（
正
面
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
を
支
え
る
壁
端
柱
の
間
に
二
柱
を
配
し
た
だ
け
の
、

極
め
て
簡
素
な
建
築
様
式
）
の
神
殿
と
神
殿
の
テ
ラ
ス
（
東
）
の
北
半
分
の
み
し
か
備
わ
っ
て
い

　
　
　
⑧

な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
以
前
の
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
は
極
め
て
質
素
で
、
山
中
に

あ
り
な
が
ら
も
、
参
詣
者
を
迎
え
入
れ
る
施
設
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
先
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の

「
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
に
犠
牲
を
捧
げ
る
の
は
カ
リ
ア
人
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
記
述

を
こ
の
聖
域
の
規
模
と
あ
わ
せ
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
は
カ
リ
ア

人
の
中
で
も
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
と
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
の
人
々
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
推
考

で
き
よ
う
。

第
二
節
　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
聖
域
整
備

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
、
こ
の
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
を
大
々
的
に
整
備
し
て
い
く
（
図
2
）
。

ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
で
は
、
建
造
物
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
（
軒
縁
）
に
お
け
る
奉
献
碑
文
の
典
型
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

事
例
を
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
奉
献
碑
文
よ
り
聖
域
の
整
備
過
程
を
再
現
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
奉
献
碑
文
に
は
例
え
ば
、
「
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
の
子
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
ア
ン
ド
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
そ
の
中
身
を
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
に
奉
献
す
」
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
奉
献
碑
文
に
記
さ
れ
た
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
に
若
干
の
補

足
を
し
た
い
。

　
ま
ず
、
ア
ン
ド
ロ
ン
に
つ
い
て
だ
が
、
字
義
通
り
に
解
せ
ば
男
部
屋
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
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〔｝北の墳・墓

束φ
プロビュライア

東の敦会

一U［1

ドーリス式の家

宵の浴場

　　神殿のテラス（西）

口

一一 @テラスハウス1

ンBアンドロ
　　・1

Xt，ipnr－g

囲・ン。

南の浴場

lnl

団
聖
騙

　　南の　　Ii
プロビュライア

e　som
　　　　　　　　　　　　　　　図2　ラブラウンダ聖域図

Hellstrbm，　The　Architectural　Layout，　p．298より筆者作成。

こ
れ
で
は
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
ウ
ィ
ト
ル
ウ

ィ
ウ
ス
は
、
い
つ
も
男
だ
け
の
饗
宴
が
催
さ
れ

る
オ
エ
ク
ス
（
主
と
し
て
家
族
団
樂
の
居
間
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
ら
れ
た
、
柱
廊
に
開
い
た
大
き
な
部
屋
）
を
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
ド
ロ
ン
と
呼
ん
で
お
り
、
ま
た
ヘ
ロ
ド
ト
ス

は
、
ト
ラ
キ
ア
に
お
い
て
サ
ル
モ
ク
シ
ス
と
い

う
人
物
が
地
元
の
有
力
者
を
招
き
霊
魂
の
不
滅

を
説
い
た
接
待
用
の
部
屋
に
ア
ン
ド
ロ
ン
と
い

　
　
　
　
　
　
　
⑬

う
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

ア
ン
ド
ロ
ン
と
は
参
詣
者
を
接
待
す
る
目
的
の

建
造
物
だ
と
推
測
で
き
る
。

　
次
に
、
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
に
よ
る
奉
献
物
に
関

す
る
補
足
を
し
た
い
。
ま
ず
、
イ
ド
リ
エ
ウ
ス

に
よ
っ
て
奉
献
さ
れ
た
ゼ
ウ
ス
神
殿
に
つ
い
て

だ
が
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
イ
ン
・
ア
ン

チ
ィ
ス
式
の
神
殿
を
取
り
潰
し
た
り
、
そ
れ
と

別
個
に
建
造
さ
れ
た
り
し
た
の
で
は
な
く
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
増
改
築
さ
れ
た
。

ま
た
、
オ
イ
コ
イ
は
家
を
意
味
す
る
オ
イ
コ
ス
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の
複
数
形
で
あ
る
が
、
こ
の
建
造
物
は
碑
文
上
で
も
複
数
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
イ
コ
イ
が
複
数
の
部
屋
を
有
し
て
い
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
使
用
目
的
と
し
て
は
、
文
書
館
や
迎
賓
館
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
も
聖
域
整
備
の
様
子
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
殿
の
テ
ラ
ス
（
東
）
、
井
戸
小
屋
、
プ
ロ
ピ
ユ
ラ

イ
ア
ら
の
周
辺
に
残
存
す
る
壁
面
、
北
の
墳
墓
、
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
H
、
東
の
プ
ロ
ピ
ュ
ラ
イ
ア
、
ミ
ユ
ラ
サ
か
ら
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
ま
で
の
「
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
る
道
」
、
聖
域
内
の
階
段
な
ど
が
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
整
備
計
画
に
帰
さ
れ
て
い
る
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
へ
の
積
極
的
関
与
は
、
貨
幣
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
最
初
に
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
が

貨
幣
の
レ
リ
ー
フ
に
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
像
を
利
用
す
る
と
、
歴
代
の
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
支
配
者
た
ち
は
そ
れ
に
倣
っ
た
。
ピ
ク
ソ

ダ
ロ
ス
の
代
に
は
、
両
刃
の
心
入
の
み
が
刻
ま
れ
た
貨
幣
も
鋳
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
や
両
刃
の
戦
斧
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

貨
幣
の
レ
リ
ー
フ
と
し
て
用
い
る
慣
習
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
や
ロ
ー
マ
時
代
に
入
っ
て
も
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
に
積
極
的
に
関
与
し
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
を
整
備
し
て
そ
の
様

相
を
一
変
さ
せ
た
。
で
は
、
こ
の
聖
域
整
備
の
前
後
で
、
カ
リ
ア
に
お
け
る
信
仰
は
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
に
は
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
以
外
に
も
、
ゼ
ウ
ス
・
オ
ソ
ゴ
ア
と
ゼ
ウ
ス
・
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

リ
オ
ス
の
聖
域
が
存
在
し
た
。
ゼ
ウ
ス
・
オ
ソ
ゴ
ア
が
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
前
三
世
紀
頃
か
ら
な
の
で
、
本
稿
の
議
論
と

関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
は
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
以
前
よ
り
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
信
仰
は
カ
リ
ア
内
の

み
な
ら
ず
、
近
隣
地
域
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
は
『
エ
ト
ニ
カ
（
民
族
誌
こ
の
「
ト
ッ
レ
ボ

ス
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
な
お
、
ト
ッ
レ
ボ
ス
と
は
リ
ュ
デ
ィ
ア
南
部
の
都
市
で
、
ま
た
こ
の
記
述
は
前
平
世
紀
の
状
況
を
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
〔
ダ
マ
ス
コ
ス
の
］
ニ
コ
ラ
オ
ス
が
彼
の
著
書
の
第
四
巻
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ト
ッ
レ
ボ
ス
に
は
、
カ
リ
オ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
山
が

　
　
あ
り
、
そ
こ
に
は
カ
リ
オ
ス
の
神
殿
が
あ
る
。
ゼ
ウ
ス
7
カ
リ
オ
ス
］
と
［
ニ
ン
フ
の
］
ト
ッ
レ
ビ
ア
の
子
カ
リ
オ
ス
が
、
そ
の
名
に
因
ん
で
ト
ッ
レ
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ビ
ア
と
呼
ば
れ
て
い
る
湖
の
近
く
を
さ
迷
っ
て
い
る
と
、
リ
ュ
デ
ィ
ア
人
た
ち
が
ム
ー
サ
と
呼
ん
で
い
る
ニ
ン
フ
の
歌
声
を
聴
き
、
そ
こ
で
カ
リ
オ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
音
楽
を
学
び
、
そ
れ
を
リ
ュ
デ
ィ
ア
人
に
教
え
た
。

　
こ
の
記
述
か
ら
は
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
が
リ
ュ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
ス
ト
ラ
ボ
ン
も
、
本

章
冒
頭
に
引
用
し
た
箇
所
の
後
に
、
「
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
の
聖
域
に
は
、
［
カ
リ
ア
人
の
］
兄
弟
で
あ
る
ゆ
え
に
リ
ュ
デ
ィ
ア
人
と
ミ
ュ
シ
ア

　
　
　
⑳

人
も
与
る
」
と
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
が
カ
リ
ア
の
近
隣
地
域
で
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
カ
リ
ア
人
は
、
［
彼
ら
が
古
く
か
ら
カ
リ
ア
の
地
に
居
住
し
て
い
た
証
拠
と
し
て
］
ミ
ュ
ラ
サ
に
あ
る
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
の
古
い
聖
域
を
挙
げ
る
。

　
　
こ
こ
は
、
ミ
ュ
シ
ア
人
も
リ
ュ
デ
イ
ア
人
も
カ
リ
ア
人
の
兄
弟
だ
と
い
う
こ
と
で
参
与
が
許
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
い
わ
く
リ
ュ
ド
ス
［
リ
ュ
デ
ィ
ア
人
の

　
　
名
号
］
と
ミ
ュ
ソ
ス
［
ミ
ュ
シ
ア
人
の
名
祖
］
は
カ
ル
［
カ
リ
ア
人
の
名
祖
］
の
兄
弟
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
は
参
与
を
許
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
民
族
の
者
は
、
た
と
え
カ
リ
ア
人
と
同
じ
雷
葉
を
話
し
て
も
参
与
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
よ
う
に
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
は
、
あ
る
一
定
の
範
囲
外
に
位
置
す
る
者
を
排
斥
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
排
斥
さ
れ
た
者
に
は
、

例
え
ば
、
カ
リ
ア
内
に
居
住
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
は
カ
リ
ア

人
と
ギ
リ
シ
ア
人
と
を
文
化
的
に
区
別
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
こ
の
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
に
は
関
心
を
示
さ
ず
、
主
に
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
の
住
艮
が
信
仰
し
て
い
た
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ

ラ
ウ
ン
ド
ス
の
聖
域
を
整
備
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
多
数
の
施
設
の
建
造
と
い
う
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
と
同
時
に
、
祝
祭
自
体
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
変
化
さ
せ
て
い
く
。
ロ
ー
マ
帝
政
期
に
作
成
さ
れ
た
、
著
し
い
欠
損
が
み
ら
れ
る
二
つ
の
碑
文
か
ら
読
み
取
れ
る
、
前
之
世
紀
の
ゼ
ウ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
の
祝
祭
に
関
す
る
決
議
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
以
前
の
毎
年
一
日
間
よ
り
も
長
き
に
亘
っ
て
、
以
前
～
日
で
な
さ
れ
て
い
た
行
列
と
同
じ
よ
う
に
祝
祭
が
催
さ
れ
る
よ
う
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
が
決
議
し
て

　
　
以
来
、
今
は
す
べ
て
の
者
が
五
田
間
に
亘
り
、
こ
の
祭
典
と
犠
牲
式
を
執
行
す
べ
し
。
そ
し
て
｝
日
目
は
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
に
お
け
る
父
祖
伝
来
の
慣
習
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に
従
い
犠
牲
獣
を
捧
げ
、
二
日
目
は
（
…
欠
…
）
以
前
の
犠
牲
式
に
（
…
欠
…
）
、
四
日
目
は
残
り
が
（
…
欠
…
）
、
子
々
孫
々
は
か
く
祝
祭
が
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
よ
う
に
心
が
け
る
よ
う
。
彼
と
（
…
欠
…
）
は
呪
わ
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
祝
祭
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
、
こ
の
拡
大
し
た
祝
祭
の
参
与
者
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

た
い
。
銘
文
に
従
え
ば
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
に
よ
る
決
議
以
来
「
す
べ
て
の
者
」
が
祝
祭
に
参
与
し
て
い
る
と
い
う
。
実
は
、
あ
ま
り
に
欠
損
が
激

し
い
た
め
に
訳
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
訳
出
し
た
決
議
文
よ
り
前
の
箇
所
か
ら
は
「
他
の
カ
リ
ア
人
に
」
と
い
う
語
を
読

　
　
　
⑳

み
取
れ
る
。
こ
こ
で
、
「
す
べ
て
の
者
」
と
い
う
語
が
「
他
の
カ
リ
ア
人
」
と
の
関
連
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ

ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
参
与
者
の
範
囲
が
従
来
の
参
与
者
か
ら
「
他
の
カ
リ
ア
人
」
さ
ら
に
は
そ
れ
以
外
の
者
を
含
め
た
「
す
べ
て
の
者
」
へ
と

拡
大
し
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
で
は
、
か
か
る
推
測
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
い
に
は
、
以
下
の
二
点
が
鍵
と
な
る
。
ま
ず
、
奉
献
碑
文
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
の
奉
献
碑
文
で
は
後
の
イ
ド
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

エ
ウ
ス
に
よ
る
奉
献
碑
文
と
は
異
な
り
、
「
ミ
ュ
ラ
サ
の
人
」
と
い
う
肩
書
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
、
遠
方
か

ら
の
参
詣
者
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
多
数
の
迎
賓
、
宿
泊
施
設
を
建
造
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
な
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ

ウ
ン
ド
ス
が
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
払
拭
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
か
か
る
推
論
は
、
碑
文
史
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
や
ミ
ュ
ラ
サ
以
外
で
も
カ
リ
ア
内
で
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ア
、
イ
オ
ニ
ア
諸
都
市
で
あ
る
ミ
レ
ト
ス
や
デ
ィ
デ
ュ
マ
、
エ
ー
ゲ
海
島
喚
部
で
は
、
コ
ス
、
ナ
ク
ソ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
⑳

さ
ら
に
は
ギ
リ
シ
ア
本
土
の
ペ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
や
テ
ゲ
ア
か
ら
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
や
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
の
名
が
刻
ま
れ

た
祭
壇
や
円
柱
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
碑
文
が
発
見
さ
れ
た
地
域
分
布
か
ら
は
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
が
広
く

カ
リ
ア
内
外
の
人
々
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
か
ら
は
排
斥
さ
れ
て
い

た
「
カ
リ
ア
人
」
以
外
の
「
他
の
民
族
の
者
」
も
含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ゼ
ウ

ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
か
ら
は
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
の
よ
う
な
排
他
的
性
格
を
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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前四世紀小アジアのヘカトムノス朝とカリアの文化（阿部）

　
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
と
は
異
な
り
排
他
的
性
格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
信
仰
は
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ

る
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
の
整
備
を
前
後
し
て
、
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
の
住
民
か
ら
カ
リ
ア
内
外
の
「
す
べ
て
の
者
」
へ
と
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

①
の
担
げ
‘
×
置
く
b
b
辞
≦
耳
9
”
b
ミ
慈
‘
H
押
。
。
甲
＝
．

②
原
文
に
従
え
ば
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ン
デ
ノ
ス
と
い
う
表
記
に
な
る
。
ゼ
ウ

　
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
に
は
＝
｝
通
り
の
表
記
法
が
あ
る
が
（
O
o
o
ぎ
N
ミ
防

　
く
。
一
■
昏
っ
も
．
こ
珊
Q
。
α
｛
．
）
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ

　
ン
ド
ス
に
統
一
し
た
。

③
ω
冨
び
G
×
回
＜
b
b
ω
咀

④
座
頭
‘
◎
§
§
O
§
ρ
＆
’

⑤
》
．
冨
毒
。
巳
Φ
さ
い
題
ミ
§
画
ミ
膏
§
題
§
G
ミ
爵
℃
巴
ω
し
O
ぴ
。
。
響
ワ
①
ω
’
以

　
下
、
い
舞
ヨ
。
巳
聾
卜
題
ミ
§
と
略
記
。

⑥
ア
イ
リ
ァ
ノ
ス
（
後
二
…
三
世
紀
）
は
『
動
物
誌
隔
で
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
に
紀

　
ら
れ
て
い
る
ゼ
ウ
ス
は
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
、
あ
る
い
は
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ

　
オ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
〉
Φ
封
≧
缶
‘
×
戸
ω
O
．
し
か
し
、
こ
の
記
述
は

　
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ミ
ュ
ラ
サ
出
土
の
前
　
世
紀
の
碑
文

　
（
寒
N
毯
鼻
卜
。
O
膳
）
で
は
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
の
神
官
と
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ

　
テ
ィ
オ
ス
の
神
官
が
区
別
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ゼ
ウ

　
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
と
ゼ
ウ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ィ
オ
ス
が
同
一
で
あ
っ
た
と
考
え

　
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

⑦
屋
r
＜
仁
り
■

⑧
℃
．
頃
亀
ω
［
δ
夢
↓
訂
≧
。
耳
①
。
軸
簾
い
契
。
三
。
｛
田
ぎ
8
ヨ
巳
丁
霊
げ
声
¢
巳
p

　
石
馬
§
ミ
織
二
三
ミ
醤
“
暴
踊
り
Φ
到
℃
■
b
o
リ
メ
以
下
、
国
⑦
窪
窪
α
ヨ
6
げ
①
≧
o
謀
8
9

　
葺
邑
い
ミ
。
暮
と
略
記
。

⑨
0
9
¢
導
ぎ
露
り
＞
8
疑
鎚
く
巴
諺
「
δ
α
q
雪
8
ツ
U
Φ
島
。
舞
。
蔓
同
栗
鼠
冥
一
〇
霧
ヨ

　
○
冨
⑦
『
》
「
o
ぼ
8
0
誓
お
。
｛
［
げ
Φ
Ω
器
ω
陣
。
翫
℃
①
轟
o
P
寒
巴
鴨
、
忌
刈
ど
ト
o
O
O
b
σ
り

　
署
』
9
幽
り
G
。
．
ウ
ム
ホ
ル
ツ
は
、
個
人
名
に
よ
る
奉
献
碑
文
の
登
場
を
古
典
期

　
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
へ
の
画
期
に
位
置
付
け
る
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
の
説

　
（
国
。
ヨ
甑
。
甫
Φ
斜
さ
§
ミ
器
ワ
邸
。
。
一
）
に
対
し
、
古
典
期
以
前
か
ら
認
め
ら
れ

　
た
現
象
で
あ
る
と
反
論
す
る
。

⑩
旨
9
§
膨
（
Φ
匹
■
）
り
じ
奪
§
ミ
魯
、
恥
§
藻
隷
寧
§
§
織
§
防
ミ
ミ
肉
§
織
、
ら
書

　
く
。
ド
ω
、
§
鴨
O
ミ
簿
謡
鴇
、
忌
翫
§
勲
b
⊃
℃
母
β
い
。
昌
創
p
p
匹
ω
ε
o
犀
げ
。
同
ヨ
”
一
Φ
①
㊤

　
留
縣
一
Φ
刈
N
竃
．
以
下
、
卜
S
ミ
§
§
H
嵩
と
略
記
。

⑪
ウ
ィ
ト
ル
ゥ
ィ
ウ
ス
（
森
田
慶
一
訳
）
門
建
築
書
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九

　
七
九
年
、
三
三
四
頁
。
森
田
氏
に
よ
る
オ
エ
ク
ス
へ
の
訳
注
。

⑫
≦
穿
．
曽
b
ミ
§
‘
＜
押
メ
0
．

⑬
臣
け
」
H
＜
る
㎝
■

⑭
口
①
房
暮
足
算
Φ
≧
。
葺
Φ
。
葺
既
い
爵
寒
け
も
．
ω
O
ρ

⑮
鳶
篇
’
も
．
ω
O
ρ

⑯
録
α
’
も
‘
ω
露
｛
■

⑰
0
。
。
ぎ
N
§
＜
。
囲
b
。
も
Ψ
宅
㌣
α
刈
①
■

⑱
黒
桟
ヨ
。
巴
①
お
ト
跨
ミ
聾
唱
・
一
〇
。
。
．

⑲
こ
の
項
中
で
雷
及
さ
れ
て
い
る
ダ
マ
ス
コ
ス
の
ニ
コ
ラ
オ
ス
は
、
リ
ユ
デ
ィ
ア

　
に
関
す
る
情
報
を
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
ク
サ
ン
ト
ス
（
前
五
世
紀
の
歴
史
家
）
の
『
リ

　
ュ
デ
ィ
ア
誌
謡
、
も
し
く
は
メ
ニ
ッ
ポ
ス
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
歴
史
家
）
に
よ
る

　
『
リ
ュ
デ
ィ
ア
誌
』
の
摘
要
に
依
拠
し
て
記
述
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
即
U
話
≦
ω
響
§
馬
O
ミ
簿
》
象
ミ
氏
、
§
ミ
肉
象
§
壽
§
§
3
0
麟
ヨ
げ
ユ
仙
α
q
Φ
ζ
〉
こ

　
6
↓
ρ
や
一
〇
一
｛
’

⑳
の
齢
①
冨
．
塚
N
も
く
‘
月
8
0
琶
。
“
．

⑳
ω
欝
げ
‘
×
署
▼
N
N
ω
■
［
］
内
は
筆
者
に
よ
る
補
遺
。
以
下
同
じ
。

⑫
　
頃
匹
け
；
H
》
昂
騰
．
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⑬
　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
ア
テ
ナ
イ
政
治
史
に
つ
い
て
述
べ
る
く
だ
り
で
、
イ
サ
ゴ
ラ
ス

　
の
先
祖
が
ゼ
ウ
ス
・
カ
り
オ
ス
を
信
仰
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
国
傷
け
．
w
＜
甲
①
O
．
こ

　
の
箇
所
と
第
～
巻
～
七
～
章
と
の
矛
盾
は
古
代
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
プ
ル
タ

　
ル
コ
ス
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
「
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
に
乗
せ
た
か
の
ご
と
く
、
イ
サ
ゴ

　
ラ
ス
を
カ
り
ア
の
地
に
追
い
払
う
」
と
椰
幽
し
て
い
る
。
℃
＝
信
け
．
り
さ
ト
奪
♪

　
卜
。
ω
．
マ
キ
ャ
ン
は
、
こ
の
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
と
は
、
メ
ガ
ラ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

　
で
あ
る
カ
り
ア
に
肥
ら
れ
て
い
る
ゼ
ウ
ス
（
M
）
m
自
ω
じ
H
；
癖
O
ご
①
）
を
指
す
と
す
る
。

　
即
≦
．
竃
即
O
胆
P
奪
鳶
さ
鮮
霧
、
§
馬
さ
袋
、
S
㎏
§
漸
寝
ミ
恥
§
ミ
¢
ご
§
謝
％
§
馬
款

　
辱
ミ
，
o
§
叙
凡
§
㌧
〉
§
舞
》
篭
ミ
§
亀
肋
堕
密
ミ
ら
爵
§
勲
N
瓢
侮
⑦
恥
こ
客
①
≦
網
o
H
ぎ

　
一
㊤
刈
ω
噂
勺
．
卜
o
O
①
．

　
　
こ
の
マ
キ
ャ
ン
の
推
測
が
正
し
い
か
否
か
は
判
断
し
難
い
が
、
少
な
く
と
も
ヘ

　
ロ
ド
ト
ス
が
自
ら
の
出
身
地
で
あ
る
カ
リ
ァ
に
つ
い
て
不
正
確
な
情
報
を
伝
え
て

　
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
第
一
巻
一
七
皿
章
・
と
第
五
巻
六
六
章

　
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
は
別
物
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑳
　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
字
体
か
ら
ロ
ー
マ
帝
政
期
と
年
代
特
定
さ
れ
て
い

　
る
二
つ
の
碑
文
（
卜
暮
ミ
ミ
多
日
．
娠
ω
　
卜
暮
ミ
§
§
日
こ
綬
）
で
あ
る
。
こ

　
れ
ら
の
碑
文
は
い
ず
れ
も
右
半
分
が
欠
損
し
て
判
読
で
き
ず
、
各
々
単
独
で
は
文

・
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
銘
文
の
同
一
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

　
に
同
一
の
文
字
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
碑
文
校
訂
者
ク
ラ
ン
パ
は
両
碑
文
に
は
も

　
と
も
と
同
一
の
決
議
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
推
定
し
、
両
銘
文
の
欠
損
箇
所
を
互

　
い
に
補
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
決
議
文
を
復
元
し
た
。
0
鑓
ヨ
唱
¢
。
．
り
ト
＆
ミ
§
§

　
H
H
國
‘
層
霞
叶
卜
σ
こ
や
Q
Q
ω
．

⑮
銘
文
の
、
こ
こ
に
訳
出
す
る
箇
所
以
外
か
ら
は
、
門
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
」
「
イ
ド
リ

　
エ
ウ
ス
」
（
た
だ
し
、
「
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
」
に
つ
い
て
は
欠
損
が
激
し
い
た
め
、
異

　
読
も
考
え
ら
れ
る
）
「
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
」
と
い
っ
た
語
を
確
認
で
き

　
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
決
議
が
前
四
世
紀
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
見
に
発
令
さ
れ

　
た
と
考
え
て
誤
り
が
な
か
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
決
議
文
が
ロ
ー
マ
帝
政
期
の
碑
文

　
に
み
ら
れ
る
理
由
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
期
に
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
に
関
す
る

　
何
ら
か
の
決
議
が
な
さ
れ
た
際
、
そ
の
前
例
と
し
て
引
用
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と

　
考
え
ら
れ
る
。
O
冨
ヨ
唱
P
卜
織
豊
§
碁
H
H
H
曽
鵠
H
［
b
δ
一
唱
．
○
。
ω
｛
．

⑳
爵
ぴ
ミ
§
§
遷
り
器
＋
㎝
郵

⑳
　
卜
葱
ミ
§
§
娼
押
㎝
ω
し
ド
サ
悼
．
ク
ラ
ン
パ
は
、
こ
の
箇
所
で
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ

　
ウ
ン
ド
ス
信
仰
の
参
与
者
に
つ
い
て
誉
及
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　
○
鑓
ヨ
℃
麟
こ
ト
導
ミ
疑
㌶
§
H
H
押
噂
曽
冨
N
7
0
。
Q
o
■

⑬
　
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
に
よ
る
奉
献
碑
文
に
は
、
例
え
ば
「
ミ
ュ
ラ
サ
の
人
、
ヘ
カ
ト

　
ム
ノ
ス
の
子
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
は
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
に
ア
ン
ド
ロ
ン
を
奉

　
献
ず
」
（
卜
暮
ミ
ミ
さ
H
H
押
一
〇
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
ミ
ュ
ラ
サ
の
人
」
と
い
う

　
肩
画
き
の
使
用
が
マ
ウ
ン
ロ
ス
と
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
の
政
策
の
対
立
を
示
す
と
す
る

　
ク
ラ
ン
パ
の
説
に
対
し
、
ヘ
ル
ス
ト
レ
ム
は
マ
ウ
ン
ロ
ス
に
よ
る
聖
域
拡
大
政
策

　
の
安
定
を
意
味
す
る
と
主
張
す
る
。
O
蜀
ヨ
冨
”
卜
導
ミ
§
§
日
も
上
智
卜
。
も
．
ρ

　
や
国
Φ
躍
ω
窪
α
ヨ
リ
国
Φ
o
讐
。
臼
臥
傷
∪
一
。
。
覧
選
。
｛
℃
o
≦
①
H
碧
静
㊦
ピ
Q
訂
醸
ロ
匹
餌

　
ω
ロ
μ
o
ε
曽
ざ
ぼ
即
期
Φ
＝
ω
け
「
α
ヨ
餌
p
鳥
b
d
9
》
マ
。
導
（
⑦
昧
．
）
－
肉
畿
喧
C
嵩
§
駄
害
ミ
箋

　
§
き
鴨
国
瀬
田
§
再
O
ミ
罫
き
、
ミ
、
等
8
爲
ミ
毫
髪
駄
ミ
鴨
§
器
貯
憲
。
鴇
袋
ミ

　
竈
℃
鈎
¢
署
ω
巴
P
一
Φ
O
◎
署
．
一
ω
。
。
－
一
ω
。
。
．
イ
ド
リ
ェ
ゥ
ス
に
よ
る
奉
献
が
も
っ
と

　
も
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
以
上
、
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
が
聖
域
縮
小
政
策
に
転
換
し
た

　
と
は
考
え
難
い
。

⑳
O
’
臣
§
ま
①
罷
鋤
琶
悶
．
即
ζ
⇔
H
ω
訂
買
（
＆
ω
・
）
甲
§
鳴
9
隷
ミ
§
駄
鉢
ミ
ミ

　
9
嘱
罫
守
寓
q
忌
翫
§
防
§
き
恥
じ
u
識
辞
》
§
畏
§
鳴
g
◎
博
膳
、
き
賦
さ
勲
窓
N
賊
ぎ
ヨ
駐
旨
恥

　
ミ
ミ
勲
§
§
§
魯
○
改
負
9
一
。
。
Φ
ω
∴
Φ
一
ρ
⑩
O
蒔
以
下
、
b
u
§
ミ
同
く
と
略
記
。

⑳＠＠＠＠
Ω
β
昏
。
誤
ρ

Q
β
b
。
Q
。
Φ
①
咀

卜
＆
ミ
袋
惑
同
H
押
ワ
一
P
o
ρ
鱒
■

卜
葱
ミ
ミ
N
§
二
目
り
や
一
P
p
o
・
⑳

類
殉
．
℃
讐
o
p
弾
口
仙
目
ひ
．
国
8
犀
ω
（
Φ
匹
ω
．
γ
§
恥
⇒
錺
息
翫
§
防
ミ
G
Q
ひ
○
×
｛
o
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謝
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◎
一
“
ω
膳
刈
．

⑮
　
δ
×
H
H
塗
筆
ρ

⑳
δ
H
H
避
お
ご
．

⑳
　
b
口
§
q
、
・
H
＜
甲
O
O
O
．
こ
の
碑
文
に
は
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
や
ゼ
ウ
ス
・

ス
ト
ラ
テ
ィ
ォ
ス
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ド
リ
エ
ウ
ス
と
ア
ダ
と
記
さ

れ
た
人
物
像
の
間
に
、
両
刃
の
戦
斧
と
長
槍
を
装
備
し
た
ゼ
ウ
ス
像
の
レ
リ
ー
フ

が
彫
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章
前
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
期
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス

前四世紀小アジアのヘカトムノス朝とカリアの文化（阿部）

　
カ
リ
ア
沿
岸
に
位
置
す
る
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
、
か
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
出
身
地
と
し
て
名
高
い
。
し
か
し
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
時
代
に
は
、

さ
し
た
る
大
都
市
で
は
な
か
っ
た
。
デ
ロ
ス
同
盟
期
、
『
ア
テ
ナ
イ
貢
墓
表
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
同
じ
カ
リ
ア
沿
岸
に
位

置
す
る
ク
ニ
ド
ス
の
貢
税
額
が
五
タ
ラ
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
の
に
比
し
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
貢
税
額
は
一
言
ラ
ン
ト
ン
四
〇
〇
〇
ド
ラ
ク
マ

　
　
　
　
　
　
①

に
留
ま
っ
て
い
た
。
『
ア
テ
ナ
イ
貢
税
表
』
の
貢
税
額
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
都
市
規
模
を
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
こ
の
額
の
開

き
か
ら
カ
リ
ア
沿
岸
地
域
に
お
け
る
第
一
の
都
市
は
ク
ニ
ド
ス
で
あ
り
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
そ
の
中
位
の
都
市
に
留
ま
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
天
然
の
要
害
、
良
港
、
商
業
地
を
認
め
る
と
、
活
動
の
中
心
を
内
陸
の
ミ
ュ
ラ
サ
か
ら
ハ
リ
カ
ル
ナ

　
　
　
　
　
　
　
②

ッ
ソ
ス
へ
と
移
し
た
。
マ
ウ
ン
ロ
ス
以
後
の
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
支
配
者
た
ち
は
う
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
を
整
備
し
て
い
く
と
同
時
に
、
こ
の
ハ
リ

カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
カ
リ
ア
第
～
の
都
市
と
す
べ
く
様
々
に
手
を
加
え
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
サ
ト
ラ
ペ
ス
反
乱
（
前
三
六
〇
年
代
後
半
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

時
点
で
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
カ
リ
ア
の
「
心
臓
に
し
て
母
市
」
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
ー
や
ル
ジ
ッ
カ
な
ど
の
先
行
研
究
者
ら
は
、
こ
の
都
市
計
画
の
際
に
ギ
リ
シ
ア
人
芸
術
家
が
登
用
さ
れ
ギ
リ
シ
ア
的
建
造
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
造
営
さ
れ
た
結
果
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
的
ポ
リ
ス
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
主
張
す
る
。
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
ハ
リ
カ
ル
ナ

ッ
ソ
ス
は
カ
リ
ア
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
化
の
中
心
地
な
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
と
第
四
章
で
は
、
こ
の
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
都
市
計
画
に
焦
点
を
当
て
る
。
ま
ず
は
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
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朝
以
前
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
ド
ー
リ
ス
系
の
移
住
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
都
市
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
住
は
、
後
二
六
年
に
ロ
ー
マ
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

老
院
で
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
か
ら
の
使
節
が
「
一
二
〇
〇
年
の
問
、
自
分
た
ち
の
住
居
は
地
震
に
よ
っ
て
一
度
も
揺
ら
が
な
か
っ
た
」
と
語
っ

た
と
す
る
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
年
代
記
』
の
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
前
＝
七
五
年
頃
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
考
古
学
的
に
は
こ
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

算
よ
り
少
し
遅
く
、
移
住
は
前
＝
世
紀
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
当
初
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
東
部
の
ゼ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
⑨

イ
リ
オ
ン
と
よ
ば
れ
る
小
島
（
後
に
本
土
と
繋
が
り
岬
と
な
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
移
住
し
た
。

　
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
住
に
伴
っ
て
先
住
の
カ
リ
ア
人
と
の
間
に
生
じ
た
摩
擦
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
ギ
リ
シ
ア
人
著
作
家
た
ち
が
記
し
て
い
る
。

ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ア
テ
ナ
イ
の
フ
ェ
レ
キ
ュ
デ
ス
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
ら
に
よ
れ
ば
、
イ
オ
ニ
ア
植
民
に
伴
っ
て
多
く
の
カ
リ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
虐
殺
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
彼
ら
が
伝
え
て
い
る
の
は
主
に
ミ
レ
ト
ス
の
事
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
す
伝

承
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
伝
承
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
移
住
当
初
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
カ
リ
ア
人
ら
を
彼
ら
の
居
住
地
か

ら
追
い
出
す
と
、
山
へ
と
逃
げ
た
カ
リ
ア
人
は
、
と
き
に
山
を
下
っ
て
は
略
奪
行
為
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
ギ
リ
シ
ア
人
が
ハ
リ
カ

ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
西
方
に
位
置
し
た
サ
ル
マ
キ
ス
の
泉
の
ほ
と
り
に
飲
食
店
（
タ
ベ
ル
ナ
）
を
開
店
す
る
と
、
カ
リ
ア
人
の
「
一
人
一
人
が
山
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
下
り
、
荒
々
し
く
野
蛮
な
風
習
を
捨
て
去
り
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
慣
習
と
優
雅
へ
と
自
ら
変
わ
っ
た
」
と
い
う
。

　
こ
の
伝
承
自
体
の
真
偽
は
措
く
と
し
て
も
、
こ
の
記
述
が
事
実
の
～
端
を
示
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
人
名
の
考
察
か

ら
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
例
外
的
に
詳
細
な
情
報
が
残
さ
れ
て
い
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
彼

の
血
縁
者
に
し
て
叙
事
詩
人
の
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
の
家
系
を
取
り
上
げ
る
。
『
ス
ウ
ダ
辞
典
』
「
ヘ
ロ
ド
ト
ス
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
。
リ
ュ
ク
セ
ス
と
ド
ゥ
リ
ュ
オ
の
子
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
人
、
名
望
家
の
出
で
、
兄
弟
に
テ
オ
ド
ロ
ス
を
持
つ
。
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
か
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ら
三
代
屋
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
忍
冬
リ
ュ
グ
ダ
ミ
ス
の
せ
い
で
サ
モ
ス
へ
移
住
し
た
。
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
の
息
子
が
ピ
シ
デ
リ
ス
、
ピ
シ
デ
リ
ス
の
息

　
　
子
が
リ
ュ
グ
ダ
ミ
ス
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
サ
モ
ス
で
イ
オ
ニ
ア
方
言
も
習
得
し
、
ペ
ル
シ
ア
人
キ
ュ
ロ
ス
と
リ
ュ
デ
ィ
ア
王
カ
ン
ダ
ウ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
ス
か
ら
始
め
て
、
九
巻
の
歴
史
を
叙
述
し
た
。

　
同
じ
く
『
ス
ウ
ダ
辞
典
』
「
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
。
ポ
リ
ュ
ア
ル
コ
ス
の
子
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
入
、
占
師
に
し
て
、
叙
事
詩
人
。
衰
微
し
て
い
た
詩
を
再
興
し
た
。
［
…
中
略

　
　
…
］
ま
た
、
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
は
歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
従
兄
弟
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
は
ポ
リ
ュ
ア
ル
コ
ス
の
子
で
あ
り
、

　
　
　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
ポ
リ
ュ
ア
ル
コ
ス
の
兄
弟
の
リ
ュ
ク
セ
ス
の
子
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
人
は
、
リ
ュ
ク
セ
ス
で
は
な
く
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
母
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
ロ
イ
オ
が
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
の
姉
妹
だ
と
伝
え
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
を
比
較
す
る
と
「
ヘ
ロ
ド
ト
ス
」
と
「
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
」
の
項
の
問
で
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
母
親
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ド
ゥ
リ
ュ
オ
と
ロ
イ
オ
の
発
音
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
混
乱
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
母
親
の
名
が
い
ず

れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
古
代
に
お
い
て
は
極
め
て
稀
な
こ
と
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
の
家
系
に
属
し
て
い
た
人
物
の
う
ち
六
名
の

名
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
家
系
で
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
テ
オ
ド
ロ
ス
、
ド
ゥ
リ
ュ
オ
あ
る
い
は
ロ
イ
オ
、
ポ
リ
ュ
ア
ル
コ
ス
と
い
っ

た
ギ
リ
シ
ア
語
名
と
、
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
、
リ
ュ
ク
セ
ス
と
い
っ
た
非
ギ
リ
シ
ア
語
名
が
混
在
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
現
象
は
、
当
時
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
サ
ラ
ミ
ス
の
海
戦
に
続
く

二
世
代
で
一
四
〇
名
の
ギ
リ
シ
ア
語
名
を
持
つ
人
物
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
う
ち
の
墨
客
は
非
ギ
リ
シ
ア
語
名
の
息
子
を
持
ち
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

三
一
名
は
非
ギ
リ
シ
ア
語
名
の
父
親
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人

の
間
で
か
な
り
の
程
度
、
通
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
如
上
の
状
況
に
鑑
み
る
と
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
い
て
は
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
人
、
カ
リ
ア
人
と
い
う
区
別
す
ら
無
意
味
で
あ
っ
た
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
七
九
四
年
に
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
家
屋
壁
面
よ
り
発
見
さ
れ
た
、
土
地
や
家
屋
の
占
有
に
関
す
る
決
議
が
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刻
ま
れ
た
碑
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
下
記
の
ご
と
く
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
と
サ
ル
マ
キ
ス
人
の
合
同
会
議
と
リ
ュ
グ
ダ
ミ
ス
は
聖
な
る
ア
ゴ
ラ
に
て
決
議
し
た
。
ヘ
ル
マ
イ
オ
ン
月
の
開

　
　
始
後
五
日
目
、
オ
ア
ッ
サ
ッ
シ
ス
の
子
レ
オ
ン
と
、
神
殿
造
営
宮
テ
イ
キ
ュ
イ
ロ
ス
の
子
サ
リ
ュ
ッ
ソ
ロ
ス
と
が
プ
リ
ュ
タ
ネ
イ
ス
の
と
き
、
記
録
係
た

　
　
ち
に
関
し
て
。
［
…
中
略
…
］
土
地
も
家
屋
も
リ
ュ
グ
ダ
ミ
ス
の
子
ア
ポ
ッ
ロ
ニ
デ
ス
と
カ
ス
ボ
リ
ス
の
子
パ
ナ
ミ
ュ
エ
ス
か
ら
な
る
書
記
富
と
ア
フ
ユ

　
　
ア
シ
ス
の
子
メ
ガ
バ
テ
ス
と
パ
ニ
ュ
ア
ッ
シ
ス
の
子
フ
ォ
ル
ミ
オ
ン
か
ら
な
る
サ
ル
マ
キ
ス
入
の
書
記
官
に
譲
渡
せ
ざ
る
こ
と
。
［
…
中
略
…
］
ハ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
全
体
の
う
ち
、
彼
ら
が
結
ん
だ
宣
言
と
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
違
反
し
な
い
者
は
、
告
発
す
る
自
由
を
有
す
る
。

　
こ
の
碑
文
は
イ
オ
ニ
ア
方
一
醤
で
書
か
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
先
述
の
『
ス
ウ
ダ
辞
典
』
に
お
け
る
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
「
サ
モ
ス
で
イ
オ
ニ
ア

方
雷
を
習
得
し
た
」
と
い
う
一
節
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
年
代
は
、
前
四
六
〇
年
代
中
頃
か
ら
前
四
五
〇
年
頃
と
特
定
さ
れ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
銘
文
中
の
リ
ュ
グ
ダ
ミ
ス
が
『
ス
ウ
ダ
辞
典
』
「
ヘ
ロ
ド
ト
ス
」
の
項
に
登
場
し
た
借
主
リ
ュ
グ
ダ
ミ
ス
を
指
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
で
も
、
ギ
リ
シ
ア
語
名
と
非
ギ
リ
シ
ア
語
名
（
そ
の
う
ち
メ
ガ
バ
テ
ス
は
ペ
ル
シ
ア
語
名
）
が
入
り
乱
れ

て
登
場
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
政
体
で
あ
ろ
う
。

　
銘
文
中
に
登
場
す
る
サ
ル
マ
キ
ス
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
居
住
し
て
い
た
地
域
の
西
方
に
位
置
し
、
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
伝
承
で
カ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

人
が
山
か
ら
下
っ
て
き
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
リ
ア
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
碑
文
か
ら
は
、
こ
こ
に
住
む
サ
ル

マ
キ
ス
人
た
ち
が
独
自
に
書
記
官
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
極
め
て
短
い
記
述
で
あ
り
依
拠
し
て
い
る
史
料
も
不
明
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ら
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
『
エ
ト
ニ
カ
』
の
「
サ
ル
マ
キ
ス
」
の
項
に
は
、
「
サ
ル
マ
キ
ス
、
カ
リ
ア
の
都
市
」
と
記
さ
れ
、
サ
ル
マ
キ
ス
が
ハ
リ

カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
と
は
独
立
し
た
都
市
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
サ
ル
マ
キ
ス
と
は
本
来
カ
リ
ア
人
の
都
市
で
あ
り
、
こ

の
時
点
で
も
か
な
り
の
程
度
自
立
し
た
政
治
共
同
体
と
し
て
存
続
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
で
は
、
こ
の
サ
ル
マ
キ
ス
人

と
本
来
ギ
リ
シ
ア
入
移
住
者
を
指
し
て
い
た
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
、
さ
ら
に
天
主
が
加
わ
り
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
全
体
を
構
成
し
て
い
た
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
政
体
が
生
ま
れ
た
背
景
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
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移
住
し
た
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
当
初
、
他
の
ド
ー
リ
ス
系
諸
都
市
と
と
も
に
都
市
間
同
盟
を
結
成
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
に
は
、
自
分
た
ち

以
外
の
者
を
聖
域
か
ら
排
除
し
て
競
技
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
自
ら
の
文
化
を
閉
鎖
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

後
に
あ
る
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
が
競
技
会
の
優
勝
賞
品
で
あ
る
青
銅
の
鼎
を
聖
域
か
ら
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
掟
に
抵
触
し
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
に
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
自
身
も
都
市
間
同
盟
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
間
で
の
閉
鎖
性
が

弱
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
ド
ー
リ
ス
系
都
市
で
あ
り
な
が
ら
も
イ
オ
ニ
ア
方
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
弱
体
化
の
一
例
と

し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
彼
ら
が
カ
リ
ア
人
と
通
蓋
し
、
政
治
的
に
協
力
し
た
と
し
て
も
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
閉
鎖

性
が
弱
ま
っ
た
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
け
る
政
治
共
同
体
の
併
存
状
態
を
解
消
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
前
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
涼
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人
の
問
で
通
分
や
政
治
的
協
力
が
行
わ
れ
て
い
た
一
方
で
、

両
者
の
共
同
体
は
依
然
、
二
分
さ
れ
て
い
た
。
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
都
市
計
画
を
経
る
と
、
こ
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
は
一
気
に
崩
壊
す
る

の
で
あ
る
。

①
ク
ニ
ド
ス
の
貢
税
額
は
三
タ
ラ
ン
ト
ン
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
貢
税
額
は
ニ

　
タ
ラ
ン
ト
ン
の
年
も
あ
る
。
即
魯
魚
α
q
σ
q
。
。
圃
§
馬
出
き
§
』
§
肉
§
帖
糞
○
改
霞
F

　
一
⑫
蕊
も
P
α
紹
出
繍
．

②
≦
写
；
簿
ミ
ミ
獄
押
。
。
甲
ド
ピ

③
U
6
9
G
o
貫
×
く
b
ρ
ω
．

④
た
だ
し
、
都
市
統
合
の
際
に
レ
レ
ゲ
ス
人
都
市
を
内
包
す
る
（
後
述
）
と
い
う

　
カ
リ
ア
化
も
み
ら
れ
た
と
い
う
。
頃
。
正
系
。
毛
①
r
さ
書
匙
婁
で
．
c
。
刈
．

⑤
自
仙
酔
‘
同
甲
家
介
臣
r
≦
押
O
り
■

⑥
↓
讐
。
‘
出
§
．
福
く
曽
繍
．

⑦
ゆ
Φ
窪
節
乙
O
。
。
r
霞
℃
も
．
O
伊

⑧
℃
臣
↓
自
き
H
H
る
b
。
・

⑨
b
ご
①
霧
騨
乙
O
。
。
言
出
勺
も
．
Φ
ω
．

⑩
男
山
f
開
窓
ρ
写
臼
①
。
嘘
．
一
、
9
沖
。
。
コ
α
黛
ω
冨
9
＜
H
H
為
b
一
評
β
ω
．
甲

　
く
H
H
b
▼
①
．

⑪
＜
葺
く
↓
穿
ミ
h
ド
戸
。
。
甲
回
卜
⊃
．

⑫
恥
§
堕
ω
．
＜
‘
．
麟
O
＆
。
d
。
の
．

⑬
恥
ミ
登
も
・
．
く
‘
富
戸
ま
8
照

⑭
藤
縄
謙
三
州
歴
史
の
父
ヘ
ロ
ド
ト
ス
』
新
潮
社
、
～
九
八
九
年
、
三
四
七
頁
。

⑮
切
Φ
β
。
⇒
習
匹
O
。
。
r
口
勺
も
・
り
①
．
全
体
で
は
二
六
五
の
人
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

⑯
発
見
当
時
の
都
市
名
は
ボ
ド
ル
ム
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け

　
る
た
め
に
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
と
表
記
し
た
。

⑰
　
b
ご
§
防
ミ
H
＜
’
。
。
o
。
①
（
”
匡
い
ω
悼
）
．
プ
リ
ュ
タ
ネ
イ
ス
と
は
、
小
ア
ジ
ア
の
諸
都
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市
で
み
ら
れ
る
会
議
の
代
表
者
を
指
す
役
職
名
で
あ
る
。

⑱
多
ζ
色
α
q
α
q
ω
β
。
巳
U
．
軍
冨
鼠
ω
（
巴
ω
．
）
》
》
蓬
ミ
§
ミ
Q
ミ
か
顛
§
ミ
ミ

　
冒
逡
忌
§
誠
、
ミ
鳳
ぎ
肉
轟
蹴
駄
馬
爵
§
》
9
ミ
蟄
遷
蜘
Ω
樽
力
①
〈
．
巴
こ
O
×
｛
o
巳
”

　
一
Φ
c
Q
P
や
刈
卜
⊃
．

＠＠＠
尋
ミ
㌧
唱
．
刈
一
・

ω
8
℃
劉
じ
σ
養
．
も
く
■
り
M
g
ア
竿
9
ヌ
〔
の
．

国
黛
　
剛
　
一
癖
餅

　
．
聞
　
　
｝
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第
四
章
　
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
都
市
計
画

　
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
遷
都
し
た
後
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
と
彼
に
続
く
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
支
配
者
た
ち
は
大
々
的
な
都
市
整
備
計
画
を
実
行
し

て
い
く
。
そ
れ
は
ま
ず
、
建
造
物
の
造
営
に
み
ら
れ
る
（
図
3
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
③

　
文
献
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
建
造
物
と
し
て
は
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
宮
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
、
ア
レ
ス
神
殿
、
秘
密
の
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

（
港
外
か
ら
は
港
内
の
様
子
が
隠
れ
る
よ
う
に
建
造
さ
れ
た
軍
港
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
は
一
九
世
紀
に
ニ
ュ
ー
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
ン
が
位
置
を
同
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
早
く
か
ら
考
古
学
的
調
査
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
復
元
案
に
つ
い
て
は
長
ら
く
様
々
な
図
案

が
提
示
さ
れ
て
き
た
施
・
近
年
の
デ
ン
マ
ー
ク
隊
に
よ
る
調
査
の
結
果
・
不
明
で
あ
・
た
点
が
徐
々
に
明
ら
か
と
な
り
・
現
在
で
は
デ
ン
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ク
隊
の
イ
ェ
ッ
ペ
セ
ン
に
よ
る
説
と
大
英
博
物
館
の
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
説
の
二
つ
の
復
元
案
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
建

造
の
際
に
は
、
ス
コ
パ
ス
、
サ
テ
ユ
ロ
ス
、
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
、
レ
オ
カ
レ
ス
、
ピ
ュ
テ
オ
ス
と
い
っ
た
環
エ
ー
ゲ
海
地
域
で
活
躍
し
た
ギ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ア
語
名
の
芸
術
家
が
多
数
登
用
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
化
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ア
レ
ス
神
殿
は
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
建
造
と
は
言
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
建
造
に
関
わ
っ
た
芸
術
家
の
一
人
で

あ
る
レ
オ
カ
レ
ス
、
あ
る
い
は
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
が
同
じ
く
関
与
し
て
い
る
た
め
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
と
考
え
て
誤
り
は

な
か
ろ
う
。

　
考
古
学
的
に
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
手
に
帰
さ
れ
て
い
る
建
造
物
と
し
て
は
、
城
壁
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

よ
る
も
の
と
す
る
ペ
デ
ル
セ
ン
説
と
、
よ
り
後
代
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
カ
ー
ル
ソ
ン
説
と
の
間
で
対
立
が
み
ら
れ
る
。
文
献
史
料
か
ら
も
そ
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の
存
在
を
確
認
で
き
、
ア
リ
ア
ノ
ス
や
デ
イ

オ
ド
ロ
ス
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に

よ
っ
て
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
城
壁
攻
め
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

行
わ
れ
た
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述

に
従
え
ば
、
城
壁
は
少
な
く
と
も
前
三
三
四

年
ま
で
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

カ
ー
ル
ソ
ン
の
説
は
、
現
存
す
る
城
壁
に
対

す
る
考
古
学
的
な
年
代
特
定
に
依
拠
し
て
い

る
の
だ
が
、
文
献
史
料
と
の
間
に
生
じ
た
二

輪
を
説
明
で
き
て
い
な
い
た
め
、
後
に
補
強

．
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
城
壁

は
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
時
代
に
建
造
さ
れ
た
と

す
る
ペ
デ
ル
セ
ン
説
に
従
う
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

　
城
壁
は
旧
来
の
カ
リ
ア
人
居
住
地
サ
ル
マ

キ
ス
ま
で
を
包
括
す
る
よ
う
に
建
造
さ
れ
、

東
西
に
は
各
々
ミ
ュ
ラ
サ
、
ミ
ュ
ン
ド
ス
へ

と
通
ず
る
城
門
が
築
か
れ
た
。
こ
の
城
門
に

は
、
市
中
央
に
配
さ
れ
た
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
と
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接
し
て
走
惹
目
抜
き
通
り
が
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
整
っ
た
景
観
よ
り
ペ
デ
ル
セ
ン
は
、
城
壁
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

目
抜
き
通
り
が
桐
互
に
関
連
し
な
が
ら
配
置
さ
れ
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
の
他
、
劇
場
や
ヘ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ
ト
ス
神
殿
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
建
造
か
否
か
は
、
明
ら

か
で
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
多
く
の
建
造
物
を
造
営
し
た
。
し
か
し
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
都
市
計
画

は
そ
こ
に
留
ま
ら
ず
、
都
市
域
の
抜
本
的
改
革
、
す
な
わ
ち
都
市
の
統
合
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
都
市
統
合
に
つ
い
て
伝
え
る
文
献
史
料
と
し
て

は
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
に
引
用
さ
れ
て
い
る
オ
リ
ュ
ン
ト
ス
の
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
と
プ
リ
ニ
ゥ
ス
の
二
つ
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
記

述
を
訳
出
し
よ
う
。

　
　
　
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
［
レ
レ
ゲ
ス
人
の
］
八
都
市
の
う
ち
六
都
市
を
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
一
都
市
に
ま
と
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
シ
ユ
ア
ン
ゲ
ラ
と
ミ
ュ
ン
ド
ス
を
残
し
た
。

　
続
い
て
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
記
述
を
訳
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
チ
ア
ン
ゲ
ラ
、
シ
デ
、
マ
ド
ナ
サ
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
、
ペ
ダ
ス
ム
、
テ
ル
ミ
ス
ム
の
六
都
市
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
よ
っ
て
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス

　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
に
合
併
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
、
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
記
述
に
登
場
す
る
レ
レ
ゲ
ス
人
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
レ
レ
ゲ
ス
人
に
つ
い
て
は
多
く
の
古
典
作
家
た

ち
が
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
原
因
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
史
料
に
お
い
て
混
乱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

み
ら
れ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
、
カ
リ
ア
人
と
レ
レ
ゲ
ス
人
と
を
明
確
に
異
な
る
集
団
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
一
方
で
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
に
居
住
し
て
い
た
人
々
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
様
々
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
人
々
に
対
し
て
、
レ
レ
ゲ
ス
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
、
レ
レ
ゲ
ス
人
と
は
小
ア
ジ
ア
に
居
住
す
る
特
定
の
集
団
を
指
す
の
で
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
か
か
る
混
乱
が
み
ら
れ
る
中
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
レ
レ
ゲ
ス
人
と
は
カ
リ
ア
人
の
古
称
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
考
古
学
的
調
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⑫

査
に
よ
れ
ば
、
遺
物
か
ら
カ
リ
ア
人
と
レ
レ
ゲ
ス
人
を
判
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
。
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
出
身
で
あ
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス

の
記
述
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
レ
レ
ゲ
ス
人
と
は
カ
リ
ア
人
の
異
称
で
あ
り
、
古
典
作
家
た
ち
は
そ
れ
を
誤
解
し
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
周
辺

に
居
住
す
る
カ
リ
ア
人
の
こ
と
を
特
に
レ
レ
ゲ
ス
人
と
呼
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
再
び
都
市
統
合
の
考
察
に
戻
り
、
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
と
い
う
二
つ
の
記
述
を
突
き
あ
わ
せ
る
と
、
両
史
料
間
で
統
合
を
実
行
し

た
人
物
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
記
述
で
は
マ
ウ
ン
ロ
ス
が
都
市
統
合
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
プ
リ
ニ
ウ
ス

の
記
述
で
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
実
行
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
征
服
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
の
、
そ
こ
に
長
期
滞
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
都
市
統
合
の
よ
う
な
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ま

た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
随
行
し
て
い
た
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
が
、
都
市
統
合
を
マ
ウ
ン
ロ
ス
に
帰
し
て
い
る
点
も
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
説
を
弱

め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
イ
ェ
ッ
ペ
セ
ン
は
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
よ
っ
て
鋤
鼠
p
σ
Q
巳
≧
Φ
×
き
緋
○
」
と
い
う
箇
所
を
「
ハ
リ
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ナ
ッ
ソ
ス
の
地
に
言
Q
σ
Q
δ
と
8
費
葛
ω
①
o
」
と
す
る
校
訂
を
提
案
し
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
試
み
た
。
た
だ
し
、
こ
の
校
訂
は
明
確
な
文
献

学
的
根
拠
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
あ
る
い
は
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
単
純
な
誤
解
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
両
史
料
を
比
較
し
、
そ
の
記
述
の
問
題
点
を
検
証
す
る
と
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
周
辺
に
散
在
し
て
い
た
カ
リ

ア
人
諸
都
市
の
う
ち
六
都
市
を
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
一
都
市
に
吸
収
合
併
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
建
造
物
造
営
、
都
市
統
合
に
よ
っ
て
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
大
々
的
に
改
変
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

都
市
統
合
に
伴
い
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
は
大
量
の
人
口
が
流
入
し
た
。
サ
ル
マ
キ
ス
ま
で
を
内
包
す
る
城
壁
の
建
造
や
市
を
東
西
に
結
ぶ
街

道
の
建
設
な
ど
は
、
こ
の
急
激
な
人
口
増
加
に
対
応
し
た
区
画
整
理
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
都
市
計
画
に
よ
っ
て
、
ハ

リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
け
る
文
化
は
い
か
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
章
で
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
と
サ
ル
マ
キ
ス
人
に
よ
る
二
つ
の
政
治
共
同
体
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
を
、
重
要
な
点
と
し
て
指
摘
し

た
。
し
か
し
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
都
市
計
画
を
経
た
後
、
前
三
世
紀
の
碑
文
で
は
「
評
議
会
と
民
衆
に
よ
る
決
議
、
プ
リ
ュ
タ
ネ
イ
ス
に
よ
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⑱

る
動
議
」
と
い
う
定
型
句
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
に
存
在
し
て
い
た
二
つ
の
政
治
共
同
体
は
消
滅
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
碑
文
に
焦
点
を
当
て
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。

　
「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
」
は
一
九
九
五
年
、
当
初
カ
リ
ア
入
の
居
住
地
で
あ
っ
た
サ
ル
マ
キ
ス
よ
り
出
土
し
た
詩
碑
で
あ
る
。

縦
に
三
〇
行
、
横
に
ニ
コ
ラ
ム
、
六
六
〇
行
に
亘
っ
て
エ
レ
ゲ
イ
ア
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
第
ニ
コ
ラ
ム
の
上
段
、
す
な
わ
ち
三
一
行
目
か
ら

四
二
行
目
に
か
け
て
激
し
い
欠
損
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
碑
文
は
字
体
よ
り
前
二
世
紀
中
葉
か
ら
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

半
と
年
代
特
定
さ
れ
て
お
り
、
詩
自
体
は
前
三
世
紀
中
葉
か
ら
碑
文
の
作
成
時
ま
で
の
範
囲
で
成
立
し
た
。
詩
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
。

　
本
来
な
ら
ば
、
誰
が
い
か
な
る
文
脈
で
作
成
し
た
の
か
と
い
う
詩
の
背
後
関
係
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
上
述
の
よ
う
に
こ
の
碑
文
に
は
不
確
定
要
素
が
極
め
て
多
い
。
特
に
作
成
年
代
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
が
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
支
配
下

に
あ
っ
た
時
期
（
前
二
八
O
I
一
九
五
年
頃
）
か
、
あ
る
い
は
支
配
を
脱
し
た
後
と
な
る
の
か
特
定
し
難
く
、
例
え
ば
イ
ッ
二
間
ー
は
、
詩
が
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
支
配
者
に
献
呈
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
な
が
ら
も
、
碑
文
の
作
成
年
代
を
考
慮
す
る
と
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
い
う
。
し

か
し
、
こ
の
新
出
土
の
碑
文
に
は
都
市
統
合
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
人
々
自
身
に
よ
る
記
述
が
み
ら
れ
る
た
め
、
詩
作

成
の
背
景
に
つ
い
て
は
留
保
し
た
上
で
も
、
こ
こ
で
論
ず
る
に
値
七
よ
う
。

　
詩
は
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
詠
い
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
教
え
た
ま
え
、
ス
コ
イ
ニ
テ
ィ
ス
の
、
憂
い
を
や
さ
し
く
い
や
す
キ
ュ
プ
リ
ス
よ
、
香
芳
し
き
欲
望
を
も
た
ら
す
そ
な
た
よ
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
と
っ
て
何
が
名
誉
な
の
か
を
。
と
い
う
の
も
私
は
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
の
だ
。
彼
女
が
誇
ら
し
げ
に
胸
を
張
り
、
何
を
叫
ぶ
の
か
を
。

　
こ
の
よ
う
に
、
詩
は
「
私
」
か
ら
女
神
キ
ユ
プ
リ
ス
、
す
な
わ
ち
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
へ
の
問
い
か
け
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
そ
の
問
い
か
け
は
、

擬
人
化
さ
れ
た
女
性
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
名
誉
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
が
彼
女
の
誇
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

答
し
て
い
く
。
そ
の
内
容
は
ま
ず
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
が
神
々
に
愛
さ
れ
る
理
由
に
始
ま
り
、
神
々
か
ら
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
へ
の
報
酬
、

す
な
わ
ち
泉
の
精
サ
ル
マ
キ
ス
と
ヘ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ
ト
ス
の
神
話
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
建
都
神
話
（
た
だ
し
後
半
部
は
欠
損
）
、
ヘ
ロ
ド
ト
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ス
や
パ
ニ
ュ
ア
シ
ス
と
い
っ
た
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
か
ら
輩
出
し
た
著
作
家
、
劇
作
家
を
列
挙
す
る
「
文
人
の
カ
タ
ロ
グ
」
へ
と
続
く
。

　
こ
こ
で
、
返
答
の
中
で
語
ら
れ
る
建
都
神
話
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
建
都
神
話
か
ら
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
人
々
が
自
ら

の
都
市
の
歴
史
を
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
詩
碑
の
二
三
行
目
か
ら
三
〇
行
目
で
は
、

次
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
パ
ラ
ス
は
、
天
駆
け
る
ペ
ガ
ソ
ス
の
乗
り
手
、
勇
敢
な
る
植
民
者
を
連
れ
て
来
て
、
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
テ
ス
の
足
跡
を
踏
み
ペ
ダ
サ
の
地
に
境
界
を
据
え

　
　
た
。
実
際
ク
ラ
ナ
オ
ス
の
力
強
さ
に
よ
っ
て
、
高
貴
な
る
ケ
ク
ロ
プ
ス
の
息
子
た
ち
は
聖
な
る
サ
ル
マ
キ
ス
の
地
に
落
ち
着
い
た
。
雄
々
し
き
英
雄
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
デ
ユ
ミ
オ
ン
は
王
の
槍
持
ち
ア
ピ
ス
の
地
よ
り
選
ば
れ
し
男
た
ち
を
導
い
た
。

　
ま
ず
、
こ
こ
に
登
場
す
る
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
テ
ス
と
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
テ
ス
は
、
エ
フ
ユ
ラ
（
コ
リ
ン
ト
ス
）
の
王
グ
ラ
ウ
コ
ス
の
息
子
で
あ
っ
た
が
、
兄
弟
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
罪
を

祓
い
に
テ
ィ
リ
ュ
ン
ス
王
プ
ロ
イ
ト
ス
の
も
と
へ
赴
く
。
そ
こ
で
彼
を
目
に
し
た
テ
ィ
リ
ュ
ン
ス
王
妃
ア
ン
テ
イ
ア
、
ま
た
は
ス
テ
ネ
ボ
イ
ア

が
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
テ
ス
に
恋
す
る
も
、
彼
は
そ
れ
を
拒
絶
す
る
。
怒
っ
た
王
妃
の
護
言
を
受
け
た
プ
ロ
イ
ト
ス
の
命
に
よ
り
、
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

テ
ス
は
小
ア
ジ
ア
の
リ
ュ
キ
ア
（
カ
リ
ァ
の
東
起
の
地
域
）
に
遣
わ
さ
れ
た
。
小
ア
ジ
ア
に
渡
っ
た
後
、
彼
は
様
々
な
活
躍
を
み
せ
る
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
は
エ
リ
ス
の
初
代
王
、
も
し
く
は
二
代
目
の
王
で
あ
っ
て
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
で
息
子
た
ち
に
競
技
会
を
催
さ
せ
た
り
、
端

正
な
顔
立
ち
か
ら
月
の
女
神
セ
レ
ネ
に
愛
さ
れ
た
逸
話
で
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ゼ
ウ
ス
は
、
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
の
要
求
に
従
っ
て
、
不
老
不
死

の
身
に
な
っ
て
永
久
に
眠
る
こ
と
を
授
け
た
。
彼
は
今
も
カ
リ
ア
の
ラ
ト
モ
ス
山
中
に
眠
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
テ
ス
、
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
の
い
ず
れ
も
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
ギ
リ
シ
ア
か
ら
小
ア
ジ
ア
に
渡
っ
て
き
た
英
雄
で
あ
る
こ
と

は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
住
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
般
に
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
へ
の
移
住
と
し
て
は
ト
ロ
イ
ゼ
ン
か
ら
の
も
の
が
知
ら

　
　
　
　
⑲

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
欠
損
の
激
し
い
三
二
行
目
に
、
ト
ロ
イ
ゼ
ン
人
「
ア
ン
テ
ス
の
息
子
た
ち
」
と
い
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う
語
を
確
認
で
き
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
建
都
神
話
は
そ
れ
よ
り
古
い
時
代
に
起
き
た
と
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
建
都
神
話
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ペ
ダ
サ
や
サ
ル
マ
キ
ス
と
い
っ
た
地
名
が
み
ら
れ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
サ
ル
マ
キ
ス
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ペ
ダ
サ
に
つ
い
て
は
若
干
の
補
足
を
し
た
い
。
ペ
ダ
サ
と

は
、
先
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
記
述
で
は
ラ
テ
ン
語
風
に
ペ
ダ
ス
ム
と
記
さ
れ
て
い
た
都
市
で
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
に
よ
っ
て
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
統

合
さ
れ
た
カ
リ
ア
人
諸
都
市
の
～
つ
で
あ
っ
た
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
ペ
ダ
サ
で
は
ア
テ
ナ
が
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
危
機
が
迫
っ
た
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
ア
テ
ナ
の
女
性
神
官
に
顎
聚
が
生
え
た
と
い
う
。
ア
テ
ナ
の
異
称
で
あ
る
パ
ラ
ス
や
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
初
代
王
ケ
ク
ロ
プ
ス
、
二
代
目
王
ク
ラ

ナ
オ
ス
の
名
が
出
て
く
る
の
も
、
ペ
ダ
サ
の
ア
テ
ナ
信
仰
と
の
関
連
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
関
連
に
つ
い
て
は
判
断
し
難
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
ペ
ダ
サ
、
サ
ル
マ
キ
ス
と
い
う
本
来
カ
リ
ア
人
の
居
住
地
を
指
し
て
い
た
地
名
が
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
建
都
神
話
の
、
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
最
初
期
の
段
階
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
続
く
建
都
神
話
は
、
碑
文
の
欠
損
が
激
し
い
た
め
判
読
で
き
な
い
が
、
あ
る
い
は
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
よ
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

接
言
及
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
遷
都
し
た
後
、
周
辺
の
カ
リ
ア
人
諸
都
市
を
吸
収
合
併
し
人
口
を
増
加
さ
せ
、
区
画
整
理
を
行

う
な
ど
、
旧
来
の
生
活
形
態
を
一
変
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
碑
文
か
ら
は
「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
人
と
サ
ル
マ
キ
ス
人
の
合
同
会
議
」
と
い
う
語

は
消
滅
し
、
従
来
の
政
治
共
同
体
が
変
化
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
一
世
紀
以
上
後
、
当
初
カ
リ
ア
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
サ
ル

マ
キ
ス
で
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
建
都
神
話
が
詠
わ
れ
た
詩
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
建
都
神
話
で
は
最
初
期
の
段
階
か
ら
、
都
市
統
合
さ

れ
た
カ
リ
ア
人
都
市
の
歴
史
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
住
の
歴
史
は
、
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
つ
の
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

①
臣
。
卑
曽
。
↓
×
＜
b
ρ
G
。
る
一
戸
p
‘
旨
き
×
×
×
≦
誌
ご
≦
耳
‘
b
ミ
鳶
口
戸

　
○
。
仏
ω
．

②
℃
ぎ
‘
鎮
き
×
×
×
く
押
G
。
O
－
ω
ご
≦
冒
ご
穿
ミ
ら
タ
鍔
。
。
”
ロ
一
く
全
く
．
Ψ
穿

　
ミ
ら
鋭
く
H
H
も
類
Φ
勢
旨
山
Q
。
…
ω
［
田
び
．
叩
×
H
＜
b
曽
一
？
一
N
こ
の
他
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
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廟
に
つ
い
て
は
多
く
の
古
典
作
家
た
ち
が
言
及
し
て
い
る
が
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
復

　
元
に
と
っ
て
重
要
な
史
料
と
な
る
の
は
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
と
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
で

　
あ
る
。

③
　
≦
旨
く
．
響
b
恥
ミ
ミ
縞
押
Q
。
甲
一
一
．

④
＜
窪
く
こ
穿
ミ
ミ
福
押
。
。
η
鐸

⑤
マ
ウ
ン
ロ
ス
宮
は
建
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
、
一
五
世
紀
に
ロ

　
ド
ス
の
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
が
鍵
ペ
ト
ロ
城
を
建
造
し
た
た
め
、
ま
た
秘
密
の
港
は
現

　
在
、
海
中
に
沈
ん
で
い
る
た
め
、
調
査
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ア
レ
ス
神
殿
に

　
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
を
取
り
囲
む
山
の
稜
線

　
上
に
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
そ
れ
よ
り
も
ふ
も
と
近
く
に
位
置
し

　
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
σ
Φ
磐
w
寒
雷
§
署
■
甲
。
。
甲
。
。
c
。
．
こ
れ
ら
の
建
造
物

　
に
比
し
て
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
は
早
く
か
ら
考
古
学
的
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
き
た

　
と
い
え
る
。

⑥
囚
こ
Φ
竈
Φ
器
p
§
免
さ
§
ミ
N
免
§
ミ
穿
§
ミ
ミ
動
験
・
肉
§
蕊
ミ
§
b
§
－

　
縁
》
缶
、
臨
急
ミ
ミ
嫁
ミ
肉
愚
鴨
ミ
翫
。
嵜
ミ
切
。
ミ
褻
ミ
＜
o
ピ
α
、
§
穐
勲
懸
馬
議
再
ミ
ら
ミ
ミ
、
国

　
9
ミ
暦
ミ
謡
野
選
》
嵩
§
騎
臓
卜
工
臨
§
趣
貯
昏
ミ
ミ
押
貯
奪
ミ
こ
亀
ミ
ミ
ト
賊
§
§
蜜
肉
q
㍗

　
譜
、
N
8
＞
費
匿
。
。
甲
卜
。
O
O
卜
。
も
』
一
〇
．
様
々
な
復
元
案
が
提
案
さ
れ
て
き
た
原
因
の
一

　
つ
は
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
廟
に
関
し
て
も
っ
と
も
詳
細
な
情
報
を
伝
え
る
プ
リ
ニ
ウ
ス

　
の
記
述
に
、
写
本
間
で
多
く
の
竹
冠
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
囚
．
甘
℃
・

　
冨
給
P
6
ゲ
①
》
出
。
δ
導
O
話
Φ
『
讐
α
い
魯
冒
芝
藁
①
β
ぎ
姻
．
旨
9
需
。
。
①
冨
（
Φ
ゆ
y

　
§
Q
さ
ミ
亀
』
ミ
。
嵩
ミ
奪
N
玉
織
ミ
翁
亀
曾
肉
愚
ミ
冴
曼
ミ
鴨
b
島
嵩
鋳
｝
出
弐
ぎ
8
N
ミ
＆
ミ

　
響
鴨
ミ
職
§
8
b
口
。
ミ
，
ミ
ミ
く
。
ピ
吋
、
§
魅
爵
舞
§
き
§
q
携
§
軋
ミ
肉
勢
，
詠
、
、
鼻
＄
N
曇
サ

　
ミ
b
d
§
讐
§
茶
壷
「
ぎ
。
・
し
⑩
。
。
⑦
も
℃
■
H
ω
心
卜
。
．
以
下
、
智
竈
鵬
Φ
戸
隠
障
⑦
窃
と

　
略
記
。
ま
た
、
中
世
に
石
材
が
再
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
復
元
を
困
難
に
し
て
き

　
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
、
か
か
る
石
材
の
再
発
見
に
よ
っ
て
復
元
作

　
業
が
進
ん
で
い
る
。
長
息
年
弘
「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ソ
ス
の
マ
ウ
ン
レ
イ
オ
ン
の
復

　
元
」
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
・
美
術
史
学
科
報
』
二
五
、
～
九
九
七
年
、
二

　
三
買
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

⑦
イ
エ
ッ
ペ
セ
ン
、
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
復
元
図
は
、
蓉
冒
濃
霧
Φ
P
≦
訂
け

　
U
凱
浄
Φ
ζ
餌
ロ
ω
ω
o
＝
蝕
o
p
ピ
o
O
『
U
聾
Φ
四
ぎ
い
－
題
》
§
ミ
縫
ら
琳
ミ
嘱
ミ
ミ
恥
0
9
恥
§

　
唱
・
卜
⊃
ご
P
乏
契
≦
⑦
誉
勺
5
窪
①
「
門
げ
。
信
α
q
腎
ω
o
昌
誓
㊦
℃
ド
。
ぎ
α
Q
窪
恥
H
葺
①
学

　
箕
Φ
訂
鼠
8
0
｛
些
Φ
鳴
お
？
ω
什
き
傷
ヨ
σ
q
ω
自
ゼ
ε
お
ω
｛
δ
日
け
ぎ
と
毘
ω
0
8
¢
鐸
ヨ

　
い
■
炉
臨
弐
ミ
§
ミ
三
聖
ミ
象
ら
執
鳴
酵
写
卜
σ
刈
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
両
復
元
案

　
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
長
田
「
前
掲
論
文
」
二
二
…
三
二
頁
。

⑧
国
。
ヨ
げ
び
≦
Φ
訓
さ
婁
匙
§
も
’
ω
G
。
課
こ
の
他
、
ブ
リ
ュ
ア
ク
シ
ス
と
い
う
非

　
ギ
リ
シ
ア
語
名
の
芸
術
家
も
登
用
さ
れ
て
い
る
。

⑨
コ
℃
＆
葭
ω
Φ
p
6
ぎ
閃
。
三
｛
一
。
豊
8
。
｛
国
警
器
ヨ
器
。
・
。
。
。
甲
輪
姦
⑩
ρ
6
り
♪

　
℃
ワ
ト
δ
一
甲
b
o
ω
古
賢
囚
蝉
ユ
。
α
G
。
o
瓢
甲
↓
プ
。
郎
α
q
窪
ω
節
げ
0
9
閃
o
R
藻
一
B
蔦
。
蕊
ぎ
○
醇
醇

　
陣
。
ヨ
　
鼠
震
。
。
ω
o
嵩
。
ω
　
8
　
∪
Φ
ヨ
㊦
け
臨
。
。
。
　
℃
o
＝
o
天
天
①
ω
層
肉
塁
　
O
⑦
一
　
一
〇
Φ
野

　
℃
℃
．
一
蒔
5
っ
一
一
し
口
Q
Q
．

⑩
≧
r
ぎ
琴
”
H
b
ら
。
6
δ
阜
ω
苓
”
×
≦
H
b
刈
為
．

⑪
℃
践
①
『
給
P
。
や
魯
■
も
■
躇
。
。
．
た
だ
し
、
東
の
ミ
ュ
ラ
サ
門
は
未
発
掘
。

⑫
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
は
マ
ウ
ン
ロ
ス
の
死
去
に
際
し
、
彼
の
偉
業
を
称
え
る
た
め
に

　
頒
詞
、
悲
劇
の
競
技
会
が
催
さ
れ
た
と
い
う
。
↓
冨
8
0
雲
門
‘
笥
9
角
｝
嵩
↓
欝
　

　
一
5
「
ω
ホ
．
し
か
し
、
そ
れ
が
常
設
の
劇
場
で
行
わ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑬
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
サ
ル
マ
キ
ス
に
は
ウ
ェ
ヌ
ス
（
ア
フ
ロ
デ
ィ

　
テ
）
と
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
（
ヘ
ル
メ
ス
）
の
神
殿
が
あ
っ
た
と
い
う
。
≦
需
く
．
曽
b
馬

　
ミ
ら
許
月
。
。
し
一
．
し
か
し
、
ヘ
ル
メ
ス
と
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
子
ヘ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ

　
ト
ス
と
泉
の
精
サ
ル
マ
キ
ス
の
恋
の
神
話
（
O
く
¢
§
ひ
9
同
く
甲
乙
σ
Q
Q
㎝
一
Q
o
c
c
c
Q
）
を
考

　
慮
す
れ
ば
、
ヘ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ
ト
ス
神
殿
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

　
う
。

⑭
ω
冨
ダ
×
日
甲
ザ
＄
δ
巴
｝
貯
げ
こ
肉
9
蟄
B
畠
誤
．

⑮
チ
ア
ン
ゲ
ラ
は
、
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
の
記
述
で
都
市
統
合
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
シ

　
ュ
ア
ン
ゲ
ラ
の
こ
と
を
指
す
と
し
、
テ
ル
メ
ラ
と
と
る
解
釈
も
あ
る
。
し
d
Φ
雪
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き
傷
O
o
o
r
類
担
P
減
戯
唄
国
。
同
p
露
。
毛
曾
▼
§
塞
白
煮
や
Q
o
b
∂
．

⑯
℃
ぎ
．
曽
鴫
き
く
弘
O
刈
．

⑰
ω
器
げ
ご
≦
團
』
b
．

⑱
評
¢
ω
．
”
臼
弘
▼
回
’

⑲
田
ω
■
葛
9
る
G
。
搾
野
冨
9
。
9
臥
。
賦
①
邑
ω
銚
§
ト
寒
㌻
蒔
ω
「

⑳
こ
の
他
の
レ
レ
ゲ
ス
人
に
関
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
、

　
℃
’
閃
♂
霧
8
阿
山
Φ
嵩
①
p
p
鵠
ら
〉
’
ζ
■
O
碧
曾
①
蕊
u
自
己
節
四
ヨ
四
。
。
ω
o
。
り
山
p
鳥
些
ω
い
亀
①
・

　
α
q
賦
房
引
目
ω
］
器
⑳
興
碧
山
℃
．
勺
Φ
島
「
ω
㊦
鵠
（
Φ
傍
シ
ミ
N
軌
ミ
§
毯
鴇
ミ
曽
霞
草
跨
く
巳
．

　
麻
％
§
両
象
N
ミ
馬
騎
討
魯
、
甘
翫
§
匙
ミ
奪
N
ミ
§
翫
ら
爵
識
ぎ
ミ
ミ
8
ひ
○
傷
Φ
霧
P
卜
⊃
O
O
偽

　
（
以
下
、
い
担
§
鴨
象
N
ミ
寒
蹄
討
ら
尋
蹴
§
と
略
記
）
も
唱
．
一
〇
〇
山
一
『

⑳
驚
け
・
甲
H
」
謡
．
レ
レ
ゲ
ス
人
都
市
チ
ア
ン
ゲ
ラ
出
身
の
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
は
、

　
『
カ
リ
ア
人
と
レ
レ
ゲ
ス
人
に
つ
い
て
㎞
と
い
う
書
物
を
著
し
、
カ
リ
ア
人
は
レ

　
レ
ゲ
ス
人
を
奴
隷
の
ご
と
く
見
倣
し
て
い
た
と
い
う
（
剛
鉱
嵩
署
‘
鳴
Q
蚤
”

　
隷
一
閃
卜
⊃
1
1
≧
ゲ
．
”
＜
r
一
義
）
。
た
だ
し
、
フ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
ー
イ
ェ
ン
セ
ン
は
、

　
こ
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
作
家
が
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
フ
ィ
リ

　
ッ
ボ
ス
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
ま
り
に
も
多
い
な
ど
の
問
題
が
あ

　
り
信
用
し
難
い
と
い
う
。
鳶
傷
も
」
§
・

⑳
　
圃
瓢
傷
’
も
．
5
0
．

⑬
　
》
鐸
甲
郎
ミ
黛
押
ト
っ
ω
い
票
。
匹
’
9
ρ
甲
×
＜
H
論
る
8
メ

⑳
甘
毛
①
ω
Φ
p
≦
馨
Φ
「
。
。
も
．
刈
㊤
．

⑮
　
ビ
ー
ン
は
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ソ
ス
の
人
口
が
四
、
五
倍
に
増
加
し
た
と
推
測
す
る
。

　
じ
σ
Φ
p
P
寒
誌
§
℃
9
c
◎
ド

⑳
b
d
夢
ミ
H
＜
w
c
。
。
。
り
　
b
u
～
§
窮
ミ
目
く
w
。
。
り
㎝
忌
即
ご
閏
即
ω
墜

⑳
ω
．
H
臣
σ
q
Φ
「
り
日
生
勺
臣
Φ
。
｛
野
一
節
費
暴
ω
G
。
。
ω
口
罰
儀
三
。
℃
鼠
昌
8
b
し
。
。
貯
巳
亭

　
し
・
鼠
害
δ
目
陣
。
§
ω
紘
謹
四
紅
ω
－
請
感
ω
▼
一
〇
⑩
。
。
も
’
◎
以
下
、
H
。
・
帥
α
q
r
。
朗
国
象
江
。

　
℃
H
ぎ
。
①
宕
と
略
記
。
碑
文
の
校
定
と
訳
注
は
、
最
初
に
イ
ッ
セ
ヨ
ー
に
よ
っ
て
、

　
そ
の
直
後
に
そ
れ
を
補
足
す
る
か
た
ち
で
ロ
イ
ド
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
っ
て
発
表

　
さ
れ
た
。
国
．
ご
。
篭
山
。
器
P
↓
げ
Φ
勺
ユ
q
①
o
｛
国
益
。
ゆ
ヨ
器
ω
器
聞
詞
お
駆
り

　
一
り
り
P
弓
マ
マ
一
餅

⑳
　
詩
の
成
立
年
代
を
特
定
す
る
た
め
の
鍵
は
、
詩
の
後
半
で
詠
わ
れ
て
い
る
、
い

　
わ
ゆ
る
門
文
人
の
カ
タ
ロ
グ
」
に
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
か

　
ら
輩
出
し
た
文
人
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
詩
は
こ
こ

　
で
登
場
す
る
文
人
よ
り
も
後
代
に
成
立
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
カ
タ
ロ
グ
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
文
人
の
う
ち
、
確
実
な
同
定
が
可
能
な
も
っ
と

　
も
後
代
の
人
物
は
テ
ア
イ
テ
ト
ス
で
あ
る
。
テ
ア
イ
テ
ト
ス
は
、
前
三
世
紀
の
詩

　
人
カ
リ
マ
コ
ス
の
同
時
代
人
で
（
幻
■
図
Φ
琶
①
F
ω
．
〈
‘
日
冨
m
一
叶
Φ
δ
ω
卜
⊃
岬
器
津
黛
を

　
く
。
ド
9
遷
刈
P
ρ
①
O
G
。
）
、
カ
リ
マ
コ
ス
に
よ
っ
て
挽
詩
を
詠
ま
れ
て
い
る

　
（
O
巴
一
決
こ
母
喧
ボ
リ
）
。
従
っ
て
、
前
三
世
紀
中
葉
の
人
物
と
年
代
特
定
で
き

　
る
。
テ
ア
イ
テ
ト
ス
よ
り
も
後
代
で
不
確
実
な
が
ら
同
定
が
で
き
る
入
物
と
し
て

　
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
、
ゼ
ノ
ド
ト
ス
、
フ
ァ
ノ
ス
ト
ラ
ト
ス
、
ノ
ッ
ソ
ス
な

　
ど
が
い
る
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
前
払
世
紀
末
か
ら
前
二
世
紀
中
葉
の
人
物
と
考

　
え
ら
れ
る
。
H
紹
σ
q
Φ
訓
国
無
氏
O
℃
ユ
p
8
嚇
も
．
H
c
Q
捗

㊥
　
メ
ル
ケ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
詩
の
作
者
と
し
て
カ
リ
マ
コ
ス
の
友
人
に
し
て
詩
人
の

　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
を
挙
げ
る
。
夘
．
9
⑦
舞
巴
げ
碧
げ
磐
匹
旨
ω
雷
信
び
㊦
H
（
Φ
山
し
。
．
Y

　
要
§
贈
愚
喧
爲
§
§
笥
ミ
嵩
熟
§
鷺
俺
罫
蹄
簿
§
O
設
§
＜
o
ピ
一
」
b
に
き
恥
馬
肉
讐
鷺
鍵
職
苧

　
毯
§
高
§
㌶
さ
さ
防
欝
ミ
賊
§
》
鱒
三
諮
費
梓
き
μ
ピ
Φ
銀
鉱
σ
q
》
一
⑩
④
。
。
も
．
台
・
以
下
、

　
砺
O
O
H
と
略
記
。
そ
の
根
拠
は
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
著
名
人

　
と
し
て
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
名
を
挙
げ
て
い
な
が
ら
も
（
ω
叶
H
胆
げ
」
×
H
＜
”
卜
⊃
”
囲
①
）
、

　
「
文
人
の
カ
タ
ロ
グ
扁
に
は
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
カ
リ
マ

　
コ
ス
が
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
挽
詩
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
（
〇
四
厳
ヨ
．
一
警
喧
ボ

　
b
。
）
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
前
二
四
〇
年
頃
ま
で
に
世
を
去
っ
て
い
る
こ
と
に
な

　
り
、
「
文
入
の
カ
タ
ロ
グ
」
の
何
人
か
の
人
物
同
定
に
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
ゆ

　
え
、
ロ
イ
ド
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
メ
ル
ケ
ル
バ
ッ
ハ
は
後
に
ヘ
ラ
ク
レ
イ

　
ト
ス
が
作
者
で
あ
る
と
す
る
説
を
撤
回
し
た
と
い
う
。
図
．
巳
。
琶
高
。
冨
。
。
曽
↓
冨
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℃
訟
匹
Φ
o
｛
出
餌
目
。
山
葺
霧
ω
窃
（
N
鵡
一
口
門
口
⑩
り
Φ
］
甲
一
ど
”
O
o
門
甑
σ
q
Φ
p
噺
僧
蝉
出
匹

　
野
蒜
傷
㊦
戸
侮
勲
N
陶
目
気
無
一
〇
〇
P
も
■
①
劔
．

　
　
イ
ッ
セ
ヨ
ー
は
、
「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
」
の
作
者
は
、
ロ
ド
ス

　
の
家
屋
敷
居
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
石
材
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
文
人

　
詩
碑
」
（
寄
×
H
H
曽
押
一
癖
O
舘
跨
O
×
×
×
＜
押
O
刈
◎
”
吻
O
O
岩
戸
ト
。
“
一
）
の
作
者
と
同

　
～
人
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
國
鑓
¢
q
㊦
さ
国
合
口
。
勺
凱
湾
①
唱
ω
も
．
鱒
卜
⊃
二
匹
こ
円
げ
①

　
ω
巴
羅
亀
目
諺
。
暑
ぎ
『
ω
。
舘
菊
臣
民
8
ω
δ
僧
竃
国
鮎
膏
δ
軍
ヨ
8
℃
ω
咽
ヨ

　
回
－
即
§
偽
象
N
ミ
寒
監
守
窮
ミ
膏
翫
。
斜
7
一
Q
。
．
し
か
し
、
イ
ッ
セ
ヨ
ー
は
ま
た
、
詩
の

　
前
半
と
「
文
人
の
カ
タ
ロ
グ
」
の
作
者
が
異
な
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性

　
も
指
摘
し
て
い
る
。
討
国
σ
q
㊦
さ
国
象
甑
O
℃
詠
⇔
o
Φ
℃
ω
も
』
ω
■

⑳
同
ω
p
α
q
Φ
さ
臣
ぼ
。
甲
ヨ
。
g
ω
り
唱
「
苗
ρ
箪
響
田
算
胃
麸
ω
ω
。
ω
鋤
巳
チ
Φ

　
℃
8
8
白
帥
窃
野
目
口
ω
9
君
鋒
。
器
。
鵠
℃
郎
げ
に
。
し
u
巳
匡
ぎ
α
q
。
。
響
ぎ
國
・
℃
甲
象
N
ミ
貸
ミ
防

　
訂
ら
尋
翫
ミ
㌍
男
．
一
ω
ω
．

⑳
　
「
ス
コ
イ
ニ
テ
ィ
ス
の
図
×
9
ぐ
潔
こ
は
、
キ
ュ
プ
り
ス
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
と
思
わ

　
れ
る
Q
意
味
は
不
明
。
國
銘
α
q
Φ
訓
国
象
笥
O
勺
ユ
P
8
唱
9
・
も
．
⑩
’

⑫
　
欠
損
が
み
ら
れ
る
。
イ
ッ
セ
ヨ
ー
は
合
鏡
。
ぐ
d
る
貸
Q
7
d
7
ρ
合
8
0
ご
Q
£
と
復

　
訳
す
る
が
、
ロ
イ
ド
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
食
ざ
ぐ
d
る
9
Q
［
撃
写
ρ
属
ゆ
葦
a
＜
】
と
復
元

　
す
る
。
H
路
α
Q
①
さ
国
象
［
δ
℃
臥
琴
①
唱
娩
甘
ワ
ρ
巳
。
篭
高
。
口
Φ
ρ
円
げ
Φ
℃
ユ
住
①
o
｛

　
国
践
＄
欝
器
鈴
。
。
ら
．
ω
．
本
稿
で
は
、
こ
の
箇
所
の
復
元
を
議
論
の
対
象
と
し
な

　
い
た
め
、
さ
し
あ
た
っ
て
ロ
イ
ド
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
復
元
案
に
従
っ
た
。

⑳
　
欠
損
が
み
ら
れ
る
。
イ
ッ
セ
ヨ
ー
は
試
。
『
9
く
］
と
復
元
す
る
が
、
ロ
イ
ド
…

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
試
ひ
［
Φ
o
ぐ
］
と
復
元
す
る
。
H
。
。
帥
α
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訓
国
象
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℃
ω
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Φ
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勺
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o
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巴
帥
＄
ヨ
霧
ω
窃
ら
．
一
■
本
稿
で
は
、
こ
の
箇
所

　
の
復
元
を
議
論
の
対
象
と
し
な
い
た
め
、
さ
し
あ
た
っ
て
ロ
イ
ド
…
ジ
ョ
ー
ン
ズ

　
の
復
元
案
に
従
っ
た
。

⑭
恥
O
O
H
咽
這
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．

⑳
　
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
レ
ア
に
ゼ
ウ
ス
生
誕
の
地
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
っ
て

　
い
る
。
恥
Q
O
押
一
b
⊃
b
し
り
甲
H
O
．

⑳
　
ア
ピ
ス
の
地
と
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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F
恥
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．
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b
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①
館
穿
8
P
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し
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ω
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匹
．
凶
ヒ
d
§
堕
戸
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一
．
イ
ッ
セ
ヨ
…
は
、

　
あ
る
い
は
エ
ジ
プ
ト
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
が
（
翻
Q
α
Q
①
r

　
国
q
三
〇
勺
「
ぼ
8
甥
も
篇
O
）
、
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
建
都
神
話
で
あ
る
こ
と
を

　
考
慮
す
れ
ば
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑳
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；
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÷
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①
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①
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ミ
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Ω
象
鴇
ら
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婁
罫
。
蔓
一
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刈
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鴇
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と
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記
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．
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℃
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⑲
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件
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8
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ω
．
》
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欝
げ
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戸
①
篇
介
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■
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①
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く
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ミ
6
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H
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甲
。
◎
曽
一
目
．

⑳
臣
酔
仏
し
♂
“

⑪
　
さ
ら
に
、
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
が
登
場
す
る
こ
と
に
も
違
和
感
を
覚
え
る
か
も
し

　
れ
な
い
。
エ
ン
デ
ユ
ミ
オ
ン
は
カ
リ
ア
に
渡
っ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
ハ
リ
カ

　
ル
ナ
ッ
ソ
ス
と
は
直
接
関
連
を
持
た
な
い
英
雄
で
あ
る
。
ポ
リ
ュ
ア
イ
ノ
ス
に
よ

　
れ
ば
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
妊
計
に
よ
っ
て
ラ
ト
モ
ス
を
勢
力
下
に
組
み
込
ん
だ
と
い

　
う
（
℃
o
ぞ
器
匿
ω
‘
偽
§
多
く
三
二
。
し
。
b
）
。
あ
る
い
は
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
を
通
じ
て
、

　
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
が
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
建
都
神
話
に
組
み
込
ま
れ
た
の
か
も

　
し
れ
な
い
。

⑫
　
イ
ッ
セ
ヨ
ー
に
よ
れ
ば
、
三
五
行
目
に
確
認
で
き
る
「
フ
ォ
イ
ボ
ス
の
子
」
と

　
い
う
語
が
マ
ウ
ン
ロ
ス
を
指
す
の
だ
と
い
う
。
固
鈴
α
q
Φ
び
鼻
面
蕊
。
℃
『
貯
。
Φ
℃
ω
－

　
や
δ
．

　
　
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
イ
ェ
ッ
ペ
セ
ン
に
よ
る
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下

　
に
、
そ
の
批
判
点
を
ま
と
め
る
。
ま
ず
、
イ
ッ
セ
ヨ
ー
は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
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も
の
の
、
フ
ォ
イ
ボ
ス
、
す
な
わ
ち
ア
ポ
ロ
ン
の
子
を
マ
ウ
ン
ロ
ス
と
同
定
す
る

解
釈
は
、
お
そ
ら
く
ホ
ー
ン
プ
ロ
ワ
…
が
立
て
た
説
に
由
来
し
て
お
り

（
国
。
田
諾
。
≦
Φ
お
さ
婁
ミ
霧
も
．
N
①
一
）
、
伝
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
河
川
論
鰍
「
イ
ン

ド
ス
河
」
の
項
に
あ
る
、
「
イ
ン
ド
ス
河
は
イ
ン
ド
に
あ
り
、
大
き
く
蛇
行
し
食

憂
人
の
地
を
流
れ
る
。
以
前
は
ヘ
リ
オ
ス
の
息
子
マ
ウ
ン
ロ
ス
に
因
み
マ
ウ
ン
ロ

ス
河
と
呼
ば
れ
て
い
た
」
（
［
℃
ご
許
’
賢
b
Q
幡
黛
竃
．
盆
×
×
く
一
一
）
と
い
う
記
述
に
依

拠
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
マ
ウ
ン
ロ
ス
を
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
の
マ
ウ
ン
ロ
ス

と
結
び
付
け
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ド
の
イ
ン
ド
ス
河
は
、
実
は
カ
リ
ア
の
イ
ン
ド

ス
河
を
指
す
の
で
あ
る
と
す
る
困
難
な
史
料
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
マ
ウ
ン
ロ
ス
は
カ
リ
ア
に
お
い
て
稀
な
名
で
は
な
い
た
め
（
o
勢
自
儒
f
く
甲

＝
。
。
）
、
特
定
の
マ
ウ
ン
ロ
ス
と
結
び
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
ア

ポ
ロ
ン
と
ヘ
リ
オ
ス
の
同
定
は
、
そ
の
最
初
期
の
事
例
を
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
に
確
認

で
き
る
も
の
の
（
国
霞
．
猟
H
為
G
。
鮒
鉱
）
、
一
般
的
に
は
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
よ
り
も

後
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
マ
ウ
ン
ロ
ス
の
時
代
に

マ
ウ
ン
ロ
ス
が
ア
ポ
ロ
ン
と
同
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

イ
ェ
ッ
ペ
セ
ン
は
「
フ
ォ
イ
ボ
ス
の
子
」
が
マ
ウ
ン
ロ
ス
を
指
し
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
し
、
そ
も
そ
も
門
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
」
で
は
、
文
人

を
除
い
て
歴
史
上
の
人
物
に
誉
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
結
論
付

け
る
。
囚
．
冨
竈
㊦
し
。
⑦
戸
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H
O
℃
O
ω
O
｛
け
げ
Φ
江
無
O
｛
O
O
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Φ
冨
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聾
Φ
ω
帥
7

ヨ
舞
♂
ぎ
8
ユ
冥
δ
『
≦
霧
ζ
窪
ω
8
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。
ω
9
曝
ω
鼠
冤
費
9
0
ぴ
q
8
巴
翼
蝉
ヨ
Φ
ω
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殉
Φ
｛
①
窺
＆
8
ぎ
ご
器
ω
○
。
甲
Q
。
①
”
甲
す
い
即
§
下
女
N
ミ
幕
蹄
翁
尋
翫
§
隔

O
ウ
。
◎
甲
Φ
｝
■

　
確
か
に
、
イ
ェ
ッ
ペ
セ
ン
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
フ
ォ
イ
ボ
ス
の
子
」
を
マ
ウ

ン
ロ
ス
と
結
び
付
け
る
根
拠
は
薄
弱
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
建
都
神
話

の
ま
さ
に
歴
史
上
の
入
物
が
登
場
す
べ
き
箇
所
に
欠
損
が
み
ら
れ
る
以
上
、
マ
ウ

ン
ロ
ス
や
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
早
計

に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
支
配
下
小
ア
ジ
ア
の
カ
リ
ア
に
お
い
て
、
い
か
な
る
文
化
が
実
践
さ
れ
、
そ
れ
を
い
か
に
理
解
す
べ
き

か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
成
立
を
～
つ
の
画
期
と
し
て
縷
々
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
本
稿
の
議
論
を
た
ど
り
結
論
を
述
べ

た
い
。

　
前
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
期
、
カ
リ
ア
に
お
い
て
は
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
が
盛
ん
で
あ
り
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
は
主
と
し
て
ラ
ブ

ラ
ウ
ン
ダ
と
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣
の
住
民
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
は
あ
る
一
定
の
範
囲
外
に
位
置
す
る

者
を
排
斥
し
、
カ
リ
ア
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
を
文
化
的
に
区
別
し
て
い
た
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
こ
の
ゼ
ウ
ス
・
カ
リ
オ
ス
信
仰
に
は
関
心
を
示
さ
ず
、
排
他
的
性
格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
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ス
信
仰
に
積
極
的
に
関
与
し
、
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
を
整
備
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
経
た
後
、
ゼ
ウ
ス
・
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ド
ス
は
ミ
ュ
ラ
サ
近
隣

の
み
な
ら
ず
広
く
カ
リ
ア
内
外
で
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
と
同
時
に
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
カ
リ
ア
に
お
け
る
中
位
の
都
市
で
あ
っ
た
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
遷
都
し
、
そ
こ
を
カ
リ
ア
第
～
の
都

市
と
す
べ
く
様
々
に
手
を
加
え
て
い
っ
た
。
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
お
い
て
、
移
住
当
初
の
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
他
の
ド
ー
リ
ス
系
諸
都
市
と

の
間
に
同
盟
を
結
び
、
閉
鎖
的
に
自
ら
の
文
化
を
維
持
し
て
い
た
。
後
に
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
は
都
市
間
同
盟
か
ら
排
除
さ
れ
、
文
化
的
閉
鎖

性
も
弱
ま
り
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
近
隣
の
カ
リ
ア
人
た
ち
と
通
蔵
し
政
治
的
に
協
力
し
て
い
た
が
依
然
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人
は
二
つ

の
政
治
共
同
体
と
し
て
併
存
し
て
い
た
。
こ
れ
が
前
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
期
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
で
あ
る
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
は
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
に
周
辺
の
カ
リ
ア
人
諸
都
市
を
吸
収
合
併
し
、
人
口
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
併
存
し

て
い
た
二
つ
の
共
同
体
を
包
み
込
む
よ
う
に
城
壁
を
建
造
し
、
街
道
で
東
西
を
結
ぶ
な
ど
の
区
画
整
理
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
生
活
形

態
を
一
変
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
際
に
都
市
計
画
を
経
た
後
、
碑
文
か
ら
は
従
来
の
二
分
さ
れ
た
共
同
体
の
消
滅
を
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に

旧
来
カ
リ
ア
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
サ
ル
マ
キ
ス
で
は
新
た
な
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
歴
史
が
、
カ
リ
ア
人
都
市
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
住
と
が

不
可
分
に
結
び
つ
い
た
一
つ
の
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
僅
少
な
史
料
に
推
測
を
重
ね
た
上
で
の
考
察
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
倉
に
お
け
る
ラ
ブ
ラ
ウ
ン
ダ
聖
域
の
整
備
と
ハ
リ
カ
ル

ナ
ッ
ソ
ス
の
都
市
計
画
を
経
た
後
、
従
来
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人
と
い
う
線
引
き
を
生
み
出
す
文
化
と
は
異
な
り
、
カ
リ
ア
に
居
住
す
る

人
々
を
横
断
す
る
基
盤
と
な
り
得
る
よ
う
な
文
化
が
生
ま
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
カ
リ
ア
に
お
け

る
文
化
は
、
先
行
の
研
究
者
ら
が
説
く
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
的
要
素
、
カ
リ
ア
的
要
素
、
ペ
ル
シ
ア
的
要
素
の
鼎
立
状
態
で
は
な
く
、
以
前
に
あ

っ
た
ギ
リ
シ
ア
人
、
カ
リ
ア
人
と
い
う
境
界
線
を
希
薄
に
す
る
よ
う
な
文
化
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
カ
リ
ア
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
カ
リ
ア
人
を
峻
別
し
て
い
た
よ
う
な
文
化
的
差
異
は
薄
れ
て
い
っ
た
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
ヘ
カ
ト
ム
ノ
ス
朝
以
後
は
、
カ
リ
ア
内
陸
部
と
沿
岸
部
と
い
う
差
異
に
着
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
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の
も
前
三
世
紀
に
な
る
と
、
内
陸
部
で
は
セ
レ
ウ
コ
ス
ニ
世
の
将
軍
で
あ
っ
た
オ
リ
ュ
ン
ピ
コ
ス
が
ア
リ
ン
ダ
を
中
心
に
自
立
的
な
王
朝
を
築

き
、
そ
の
～
方
で
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
な
ど
の
沿
岸
部
で
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
が
勢
力
を
伸
張
さ
せ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
は
、
ヘ

カ
ト
ム
ノ
ス
朝
カ
リ
ア
に
お
け
る
文
化
が
、
そ
の
後
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
に
お
い
て
い
か
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
ま
で
を
射
程
に
収
め

た
考
察
が
必
要
に
な
ろ
う
。

　
む
ろ
ん
、
本
稿
の
成
果
を
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
に
よ
る
小
ア
ジ
ア
支
配
と
そ
こ
に
お
け
る
文
化
の
実
態
と
い
う
～
般
的
な
文
脈
に
置
き
、
再
検

討
す
る
重
要
性
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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she　intended　to　treat　the　‘lu2－KUR6－dabs－ba’　people　as　the　s£aff　who　belonged　to

her　priva£e　organizatioR．　When　viewed　from　a　clifferent　angle，　one　recognizes　two

motivations　that　had　the　dfierent　origins　and　（tiilerent　directions　influencing　the

‘e2－mi2’　under　Lugalanda’s　reign．　One　intention　was　to　maintain　and　magnify　the

private　court　organization　in　which　Barnarntarra　could　exercise　her　will　on　every

matter．　The　second　intention　originahng　from　ensi2　and　these　associated　with　hn

was　to　find　a　new　public　production－redistribution　organization　under　ensi2’s　con－

trol．　Hence，　the　‘e2－mi2’　organization　under　Lugalanda’s　yeign　displayed　an　un－

finished　quality　and　transitional　ambiguity．

The　Hecatomnids　in　Fourth－Century　B．C．　Asia　Minor　and　the　Cultures

　　　of　Caria　：　An　Analysis　Focusing　on　Labraunda　and　Halicarnassus

by

ABE　Takuji’

　　In　547　B．C．　Cyrus　the　Great　conquered　the　Lydian　Kingdom　of　Croesus．　This

meant　not　only　that　Asia　Minor　had　become　the　western　frontier　of　the　Achaeme－

nid　Empire，　but　also　that　populations　with　various　cultural　backgrounds　were　set－

tled　within　its　territory．　This　paper　focuses　on　Caria，　the　southwestem－most　re－

gion　in　Asia　Minor，　and　considers　what　cultures　were　practiced　there　and　how

they　should　be　understood．

　　Carla　was　chosen　fbr　the　f（）lloWing　reasons：丘rs晦，　Herodotus，　who　was　oh痔一

nally　a　Halicarnassian，　provides　us　reliable　information　regarding　the　5th　century

B．C．；　secondiy，　the　Hecatomnids，　who　were　the　local　sovereigns　without　（tirect

comnections　with　centra｝　Persia，　were　installed　as　Carian　satraps　in　the　4th　cen－

tury，　and　they　have　left　many　structures　and　inscriptions．　Accordingly，　Caria　is

xicher　in　information　and　more　suitable　as　a　case　study　than　any　other　region　in

Asia　Minor．

　　In　the　first　section　of　this　article，　previous　studies　are　reviewed，　and　S．　Horn－

blower’s　Mausolus　（1982）　is　judged　the　foundation　of　Carian　studies．　Hornblower

c｝aimed　that　while　Hellenizing　activities　were　promoted　under　the　Hecatomnid

dynasty　on　the　one　hand，　Carian　aRd　Persian　elements　stM　existed　as　counter－

currents　on　the　other．　But，　as　1　argued　in　my　previous　article　（2004），　ail　cultures

in　Asia　Minor　were　hybrid　and　they　should　be　studied　from　the　premise　that　there

（778）



were　no　“垂浮窒?”　Greek　or　Persian　cultural　elements．　Therefore，　in　the　following

sec毛ions　Homblower’s　thesis　is　drawn　upon　critically　in　conside血g　varめus　points．

　　In　the　second　section，　an　analysis　focusing　on　the　sanctuary　at　Labraunda　is

made．　ln　early　Hecatomnid　times，　Zeus　Labraundus　was　worshiped　in　Caria，　but

only　by　the　inhabitants　near　Labraunda　or　Mylasa．　On　the　other　hand，　the　cult　of

Zeus　Carius’　in　Mylasa　was　thnving，　but　exclusive．　The　Hecatomnid　rulers　dis－

played　no　interest　in　the　cult　of　Zeus　Cayius，　but　were　actively　committed　to　that

of　Zeus　Labraundus　and　promoted　the　maintenance　of　its　sanctuary．　As　these　pro－

cesses　played　themselves　out，　the　cult　of　Zeus　Carius　came　to　be　worshiped　not

only　by　the　inhabitants　around　Mylasa，　but　also　widely　by　domestic　and　foreign

residents．

　　In　the　third　and　fourth　sections，　this　study　focuses　on　the　city　planning　of　HaE－

carnassus．　Mausolus　relocated　the　capital　from　Mylasa　to　Halicarnassus，　which　had

been　a　medium　sized　city　in　the　early　Hecatomnid　tmes，　and　improved　it　to　the

extent　it　became　the　chief　city　血　Caria．　In　Hahcarnass賎s　血　early　Hecaton並d

times，　Greeks　married　their　neighbor　Carians　and　formed　poEtical　partnerships

with　them，　but　the　two　political　communities　s£M　remained　separate．　Mausolus

annexed　the　nearby　Carian　cities　into　Halicarnassus，　which　grew　in　population．　ln

addition，　he　comp｝eted　many　public　works　projects，　building　the　city　wall　and　the

main　road．　After　these　projects　were　completed，　the　two　separate　communities

merged，　and　the　history　of　Halicairnassus　carne　to　be　extolled　in　memory　as　the

CariEm　city　where　Greek　irmnigirants　and　native　Carian　citizens　were　inseparably

bound　to　one　another．

　　As　the　result　of　these　considerations，　it　is　concluded　that　after　the　maintenance

of　the　Labraunda　sanctuary　and　the　city　planning　of　Halicarnassus，　there　emerged

a　culture　that　di£fered　from　the　previous　cultures，　in　which　Greeks　and　Carians

had．　been　separated．　This　may　also　have　weakened　the　cul£ural　boundaries　among

the　residents　in　Caria．
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